
競 併 合  七十四・六十四・五十四第

報 ・

の

結

-a
方
の

--東
---
に

っ
ぃ
て

'、表,ai全i9 li、一l 、一1 、一1 、一1、-l _ 、_1

の一

n一一
き

開
の
出
-
:

，

秋 生

味
佛

平 生,-、・一、
9, .3 （

-

一一
）

一一

魚
類
の
精
子
の
活
動
に

開
す

る
二

、
三

論
一

千
…一一一一川
で
捕
獲
さ

れ
た
--l-
の一
一照一一一:
に

就

一一

・

I
f
…

-

-

、 ・

一

館
細
の

．--ll
．

開

性
を
---f
り
す
る
二

三
に

一

．

一
理
．

木
時
館
幼
一一M一の
鱗
發
生
に

就
い
て
-
-

一

楊
J，
、一江
流
域
の
淡
・一一一一・一n一に
就
い
て

（上
の
翻
察

い
て
-

就
い
て

山

本

一●一一一
郎

（
一）

一一一一国
．
幸

一
郎

（一一一）

伊

藤

繁

川

合

豊

太

郎（
-一一）

一一・
村

一

雄

（三
）

並

木

延

郎

（一一一）

目

次

l

1

一El-
解

一菜

報

算
国
十

五

、国
十

六

一
国
一-
t::
合
併
-f

昭
和
二
十

三
年
三
月
二
十

八
日
0一行

月三 (年八国九一) 年三十二和昭



會

長

常
務
理
事

理

事

同 同 同 同 同 同 同 同 同

半

国

芳

男

船

越

a
男

相

原

重

治

吉

岡

由

太

郎

米

澤

勇

三

好

竹

勇

三

上

重

蔵

場

哲

構

新

保

又

四

郎

同 同 同 理

事

石 松 若 古

屋

正

同評

議

員

平 本

国 国 永 井

治 助 松 男 蔵 気

n
i

一属
員

同同

大

in

直

平

・小
合

一
-f
・一f :
郎

国

村

大

三

松垣

好・

同 同 同 同 同 同

佐

藤

常

三

郎

願

谷

侃

相

吉

忠

正

小

森

治

作

三

上

書
'

l

阿

都

庄

太

郎

同 同 同 同 同 同 同 一 同. 同 同

奧 村 野 和

谷 上 ロ 国

高 伊 佐 村 完 ノ三

国 速 資 山 川 国

量 德 友

女 購 正 書 次 之

郎 吉 三 作 郎 助

一一f
-

一

魚
類
s一
精
子
の
活
動
に

關
す
る
一一、一二
の
觀
察

一

業
一一

一一一一海
業
一第
化
場

山

本

喜

一
郎

一．、前
が

き

:

能
館
一
類
の
一一一一，l-
海
'本
山

で
受
精
出
來
る
か
ど
ぅ
か
と
一一一一う
間
題
に

就
て
R一un
-
-

s
t
r（
）m
（能
一
）が
S
-

．

l

-uo

s
a一一一c l
i

一一一一s
:li:
材
料
と
し
て

新
究
し
て
い
る

。 :

"一一、の
報
・ :
-

一'
'
に

は
八

-
一
〇
'一一一
に
一一一一一め
-

，
．

:一一一一一水

一普

通
海
水
の
約
三
一0
-
の
一
）中
で
-t
，
）-一
精
が
行
わ
れ
る

が

、
=
-

-一の
初
期

の
發
生
は
著
し
く
抑
制
」一一一一一・ォ
、
發
生
は
一=
'
さ

れ
る
と
述

べ
ら
れ
て
い

る
o

其
れ
ょ
り
-9
い
海
水
で

は
・
用
，
が
一a一一一生
す
る
～:
と
が
出
來
な
い
と

u
う

理
由
で
彼
は
一一一一一一 '驗
a

1

，一行
つ
て
い
な
い

。
然
し
一一一一一一の

」
f-
の
一一一一 :一驗
。は

次
の
-a
で
難
が
あ
る

。
彼
は
八

1
一
〇
%
，

の
海
水
中
で
媒
精
し

、
四

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

l
五
時
間
後
に
英
れ
・一?:一淡
一（
に
修
o
し

、
約
二
一，一 :::一日
經

一，・一一一一一一一が
長
く
延

-0u
た
時
期
で
翻
察
し
て
い
る

。 :
'

海
水
中
で
媒
精
し
て
も

、四
1
f-
時

間
後
に
淡
水
に
移
す

な
ら
ば

、
成
濃
度
一一施開
内
に

於
て
は
始
め
か

ら
淡
水
で

一M一精
し
た
場
合
と
f
．-
-
-
-

-

．な
意
義
を
有
し

、
海
水
中
で
一一文
精

し
得
る
か
否
か
の
判
別
に

は
な
ら
な
い
一1J

と
は

、山
本

（二
）の
報

告
の
一不
す
通
1l-
で

あ
る
か
」一，n

、S
・
s
ah

eu

-

l
m
s

で
は
八
-
一
〇
%
で

一0一精
出
來
る
と
い
う

R一一一u-
:it

rom

の
報
告
は
今
の
處
疑
間
観
さ
る

ぺ
書
ll
，の
と
思
わ
れ
る

。
館
の
卵
成

約
%
海
水
に
等
し
い
M
平

要

●
水
よ
-・器
薄
な
液
一一--一一
は
受
精
出
來
る
が

、%
海
水
に
等
し
い
%

平
衡
食
鹽
水
よ
り
濃
い
液
で
は
一一一f～
精
出
來
な
い

（三
）
從
つ
て
館
の

那
は

R
u
tu

-
1

st
r

（:-m
に
よ
b
報
告
さ
れ
た
結
果
よ
り
透
か
に

薄
い
海

水
中
で
な
け

れ
一一一'f
受
精
出
來
な
い

。
又
海
席
の
黑
頭
能
f

の
那
で
は
英

の
受
精
一一川'
能
な

一一一分の
下
限
は
'

，二
海
水
0一
有
す
る
鹽
分
で

、一?
-
-一れ
ょ

り
薄
い
、海
水
で
は
受
精
出
來
な
い

、四

） :
ル
ー

一一の
様
に

淡
水
魚
は
淡
水

又
は
:

相

常

一9度の
一一一…一一い
海
水
・

で
な
け

れ
ば
受
精
出
-一一一な
い
し
'
海
産

魚
は
あ
る
程
度
以
上
の
濃
い
海
水
で

な
け

れ
ば
受
精
し
な
い

。
之
は

如
何
な
る
理

“によ
る
も
の
で

あ
ろ
う

か

。

此
の
理
山
の

一
っ
と
し
て
精
子
の
活
動
力
が
考
え
ら
れ
る

。Loe
b

（五
）
は
精
r・
の
活
動
が
受
精
に
深
い
…

開

係
が
あ
り

、
精
子
の
活
動

が
卵
に
精
子
が
入
る
の
に

必
要
な
一
つ
の
條
作
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る

。
此
の
様
．-t
-
-

， :
・一味
か
ら
し
て

、一 :

:一一一・
者
は
魚
類
の
精
子
の
活
動
に

就

て
開
心
を
有
し
'

期
察
を
行
つ
て
い
る

。
致
に

は
英
の
内
興
味
あ
る
と

思
わ
れ
る
二

、
三
の

:一前一
果
を
報
告
し
て
み

た
い

、

一一
、
觀

察

:

建

、'ウ
グ
ヒ

及
n
請
媒
の
精
子
の
活
動
-
，-・
得
る
聽
分
の
範
国

。

淡
水
魚
の
卵
は
淡
水
又
は
相
常
一一一器
-
さ
れ
た
機
度
の
低
い
海
水
で

な
け
れ
ば
受
精
出
來
な
い
し

、海
康
の
便
骨
魚
の
卵
は

、あ
る
程
度

- l - -



以
上
の
漫
い
海
水
で
な
け
れ
ば
受
精
出
來
な
い
と
い
う

上
述
の
事
-if

と
開
聯
し
て
吾
々
の
興
味
を
引
く
間
題
は
淡
水
魚
及
海
産
魚
の
精
子

は
如
何
な
一一（一一購
一分
の
範
国
で
活
動
し
得
る
か
と
一一・一う
～:
と
で
あ
る

。

私
は
次
に

之
に
就
て
今
迄
翻
察
し
た
淡
水
産
の
．姓

、
ウ

グ
ヒ

及
海
産

の
黑
頭
一限
を
例
と
し
て
述
べ
て
み
た
い

。

責
一験
に

は
自
然
海
水
の
代
り
に
平
衡
食
鹽
'

水
を
用
い
て
精
液
・一一一一擁

一題
:

し

、精
子
の
運
動
状
態
を
期
徴
鍾
下
で
翻
察
し
た
c

平
衡
食
鹽
水

は
先
づ
I

M
-

Na
C
l

，
-

．
一
同
調
の
原
液
を
作
つ
た

。
-lP
ち
・-，M
・
N
-

，・

C一及

び
K
C一溶
液
L
．J
2
，M

C
aC
l

，
-一一一…液
を

一
〇
〇
-
二
・
八
:
・

三
・
因

0

体
一
積
比
に
混
合
しN

aH
C

〇

．で
PH
七
・
〇
に
一調
型
し
た

。そ
れ
を
必

要
に
應
じ
て
緩
衡
--l9
溜
水

P H
L;

・
〇
で
'

，'
、・・一．、'-
，--
:
-
・

と
稀
め
た

從
つ
て
此
等
の
稀
萍
度
を
示
す
数
字
は
M
時
に

海
器e
濃
度
を
示
す
一1J

と
に

な
り

、一 :
-一一一は
略
一一一一' :
通
海
水
の
濃
度
に
相
常
す
る

。

陸
の
精
液
を

'

，
'
'

-一ょ
-l

）薄
い

液
で
稀

一一一-す
る
と

（蒸
溜
水
で
も

）精

子
は
極
め
て

一一 :n
程
に
-la-
動
す
る
が
、'

-
-一
で

一一一一一一報
し
た
場
合
に
は
英
の

通
動
は
僅
か
に
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
り

、
．．・

，中
で
は
全
く
活
動
し

な
い

。
大
体
%
附
近
が
活
動
す
る
か
否
か
の
境
一=
の
様
で
あ
る

。此

の
濃
度
は
略
'一一'-一 :
海
水
に
相
常
し
て
?一一一り
、 :

描
子
は
f

那
の
受
精
可
能
な

海
水
よ
り
は
可
成
り
濃
い
海
水
中
で
も
活
動

，'得
る
～:
と
が
判
る

。

同
じ
淡
水
魚
で
も
ゥ
グ
ヒ
の
精
子
で
は
'-

以
下
の
液
で
な
い
と
運
動

せ
・
ず

、
陸
の
精
子
よ
1l

）も
其
、の
活
動
じ
得
る
鹽
分
の
範
国
は
一
択
い

。

海
産
の
黑
頭
一m
f

の
精
子
の
場
合
は

、
淡
水
産
の
一醒
や
ウ

グ
ヒ

0
精

子
と
は
全
く
趣
を
異
に
し

、
略
%
を
境
:

日

と
し
て
英
れ
よ
り
-ll-
い
液

で
は
活
動
す
る
が

、英
れ
よ
り
稀
薄
な
液
中
で
は
通
動
が
認
め
ら
れ

な
い

。
此
の
際
精
子
が
活
動
し
な
い
の
は
必
中
し
も
精
子
が
死
ん
で
い
る

と
か

、
又
全
く
活
動
力
を
実
失
し
て

し
ま
っ
て
い
る
爲
で
は
な
い

。

と
一一一うの
は
今
ウ

グ
ヒ
の
精
子
の
場
合
6

．

で
稀
探
し
て
検
鏡
す
る
と

全
く
精
子
の
活
動
が
認
め
ら
れ
な
い
が

、
英
の
精
子
浮
遊
液
に

一
、

二
清
の
淡
水
を
加
え
て
一一攤
一一一液
の
濃
度
を
下
げ
る
と
精
子
は
活
動
し

始
め
る

。勿
論
締
牌
液
の
-

，9
度
が
極
め
て

大
き
く

十
以
上
の
場
合
に

ll:-
精
子
は
金
く
一一一一一一
ん
で
し
ま
っ
て
4
り

、 :

=一一J-、の
際
に

は
浮
遊
液
に

水

を
加
え

一J一一一一一・一一一一一を
下
け
・

て
も
精
子
は
一一 :一動を
始
め
な
い

。

次
に

」
--
の
様
に

淡
水
和
'
の
精
子
は
淡
水
K
は
稀
薄
な
海
水

、
海
産

魚
の
精
子
で

は
海
水
又
は
n一一一れ
に

近
い
濃
い
海
水
で
な
け
れ
ば
運
動

し
な
い
理
山
に
就
て

考
察
し
て
み
た
い

。

（ィ
）
一器

透

一S一

先
づ
海
水
が
濃
い

、
薄
い
と
い
う

場
合
英
の
最
も
重
要
な
相
連
の

l

つ
は
滲
透
壓
の
差
で
あ
る

。
海
水
又
は
平
簡
食
鹽
水
の
場
合
は
其

の
一
器
透
'

壓
は
:
:一一一の
中
に

合
ま
れ
て
い
る
聽
の
量
に
よ
っ
一J决
定
さ
れ

て
お

る
が

、一一一一一・一一一一液
の
場
合
は
聽

そ
の
も
の
・
、一
精
子
に

對
す
る
寄
作

用
も

一一一一一・一一一一一一:一a
ば
な
ら

な
い
故

、
淫
透
-座一そ
の
も
の
が
精
子
の
活
動

に
關
係
あ
る
か
ど
う
か
を
知
る
に

は
種
一一（の
一器
透
壓
を
有
す
る
庶
措

液
中
で
の
精
子
の
活
動
を
紐
察
す
る
方
が
よ
い

。
今

%
、

・

%

%
、

，
:

，-一」
ル

の
・E一一幡
液
で

:

難
の
精
液
を
薄
め
て
検
鏡
す
る
と

、's
、
，ー
モ

ル
で
は
精
子
は
話
一渡
に
運
動
す
る
が

、%
モ
ル
で
は
僅
か
に

其
の
通 - 2 -

動
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
・
f

、
，

:ー
モ
ル

で
は
全
く
活
動
し
な
い

。其

の
運
動
す
る
か
否
か
の
境
目
は
大
体

，-一」一」
'

ル

附
近
で
一一0
り

、
其
の
一a
-一

選
壓

一一一略
%
平
行
食
一理
水
及
%
海
水
の
英
れ
に
等
し
い

。
從
つ
て

:i-

の
精
子
の
活
動
に

は
a

灘
液
の
淫
透
壓
が
重
大
な
役
割
を
演
じ
て
・一一一e

り

、稀
萍
液
の
淫
透
壓
の
低
い
と
い・う
．～:
と
が
精
子
の
活
動
に

必
要

な
條
件
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
～::
と
が
判
る
o

（ロ
）
梅
水
中
に

合
ま
れ
て
い
る
重
要
な
一理
Na
C
l

-

K
C
l

-

C
a
C
l
-

。

海
水
が
濃
い

、
薄
い
と
云
う
場
合

:

=
:

:
-一一の
相
違
の
重
要
な
要
因
の
他

の

一
っ
は
:

-

-
::
-一一れ
に

含
ま
れ
て
い
る
聽
の一
一 :一M一
（:- :一一一、の
大
部
分
は
イ
ォ
ン

化
し
て
い
る

）の
差
で
あ
る

。
'

勿
論
此
の
制
理

の
:

-Wa

は
前
に

述
ぺ
た
様
に
一S一一一透
確
を
决
定
・

「る
も
の

で
あ
h
-

，

、一器
透
壓
と
し
で
も
精
子
の
活
動
に

影
響
が
あ
る
が

、
其
の

外
に
據
イ
ォ
ン
．

英
の
も
の
の
影
響
も
亦
考
え
ら
れ
る

。一
英
れ
故
海
水

中
の
重
要

一一一 :

-
-

一
聽
で
あ
る

N
aC
I
K
C

一一0aC
l

-

の
個
々
が
精
子
の
活

動
に

如
何
な

一一一一一影
響
を
及
ぼ
す
か
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る

。
今
之
等

の
鹽
の
一一一ル
液
を
作
つ
て
共
れ
で
ウ

グ
ヒ
の
精
液
を
稀
釋
し
て
検
鏡

し
た

。

'

N
a
C1

%
モ

ル

以
下
の
液
で

の
み
精
子
は
活
動
す
る

。

KC
l

%
モ
'

ル

以
下
の
液
で
の
み
税
子
は
活
動
す
る
o

C
a
C
l
:

-
一一一モ
ル

以
下
の
液
で
の
み
精
子
は
活
動
す
る
o

此
の
:一一一果
か
ら

Na
C一一一K
C一液
中
で
は
庶
購
演
で
精
子
が
活
動

し
得
な
く
な
る
濃
度
の
液
と
一指一ん
ど
等
し
い
一
器
透
壓
一
を
有
す
る

-il-
ま

で
精
子
は
活
動
す
る
し

、
又
活
動
の
認
め
ら
れ
な
い
%
モ
ル
以
上
0

液
で
も
其
の
活
動
力
は
全
く
．要
失
さ
れ
て

一一一一る
の
で
な
く
=

:
:

一'ハ
の
浮
遊

液
に
淡
水
を
加
え
て
稀
釋
液
の
一9
度
を
薄
め
る
と
活
動
を
始
め
る
o

そ
れ
故
，ー
モ
ル

以
上
の
液
で
精
子
が
活
動
し
な
い
の
は

、
之
等
の
一理

に
よ
る
淫
透
確
が
r
T
-

:l-
な
働
き
を
し
て
い
る
も
の
と
想
像
さ
れ

、聽
'

イ

オ
ン

そ
の
も
の
0

精
子
に

對
す
る

一番
作
用
は
格
別
考
え
ら
れ
な
い

。

然
し
・
C
a
C
l

・

の
場
合
は
描
子
の
、活
動
し
得
な
く
な
る
一一一一度は
一通
か

に
低
く
-
-

ー

モ

ル

附
近
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く

、精
子
は
:
:

=
'一の
際
に

は

擬
集
し

、
自
要
し
て
:
:一1-一ん
で

し
ま
う

。
二
-llf
の
陽
イ
ォ
ン

を
有
す
る

此
の
聽
は

、
単
獨
で

、
然
も
可
成
-l

）-9
い
一一一、態
で
存
在
す
る
時
は
精

子
に
・一一一一 :
作
用
を
及
ぼ

し

、
精
子
の
活
動
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
成
播

液
の

養
通
確
;一限度に
速
し
な
く
と
も
精
子
は
一一一一一ん
で
動
か
な
く
な
る

然
し
平
一例
一̂ :一一一聽
水
中
に

於
て
は
C
a
C
l

・-

の
-

．llt'
は
上
記
の
一一n一一に
N
:

t

C
l

一
〇
〇
に
封
し
三
・
四
の
制
-l-
に

合
ま
れ
て
い
る
か
ら
'一一?
際
に
ウ

グ

ヒ
の
精
子
の
活
動
し
な
い
-
M

平
荷
食
聽
水
中
に
は
-
-

a
モ
ル

と
云
う

様
'な
濃
い

C
a
C
l

・

?
合
ま
れ
て
い
な
い
し

、
又
此
の
照
は
単
概
の

場
合
と
異
な
り

N
-

，C

一一K
C

一と
混
合
さ
れ
て
存
在
す
る
場
合
は
據
の

拮
抗
作
用
に

よ
1l

）生
物
に
一一一一'一する
-
，作
用
は
減
ぜ
ら
れ
る
の
が
普
通

で
あ
る
か
ら

、
海
水
-l，
-

で
ウ

ギ
ヒ
の
精
子
が
活
動
し
な
い
の
は
此
の

據
の
害
作
用
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

。

（ハ
）
水
素
イ
ォ
ン
ー

整
一一一一一

特
殊
な
場
合
を
除
い
て

、
淡
水
と
海
水
と
は
水
素
イ
ォ
ン

般
度

．に

可
成
-l
'の
相
速
が
見
ら
れ
る

。
海
水
は
八

'二
-
八
・
四
で
あ
る

が

、

淡
水
で
は
六
・
四
-
七
・
二
程
度
で
あ
る

。
水
素
イ
ォ
ン

濃
度
は
精
子



の
活
動
に
深
い
開
係
が
あ
り

、．海
一一一一m
の
無
替
推
動
物
の
描
子
の
場
合

は
:E［
イ
ォ
ン

に
よ
り
-
t一の
運
動
は
抑
制
さ
れ

、〇H
イ
ォ
ン

に
よ
り
促

進
さ
れ
る
一
，J

と
が
知
ら
れ
て
い
る
o

ウ
グ
ヒ
の
補
子
は
-

一一一ノ
ル
'

マ

ル

の

H
C一液
よ
り
薄
い
液
で
あ
る
と
通
動
出
來
-

る
が

、-
ー

ノ

ル

一、
ル

よ
り
濃
い
據
酸
液
で
は
活
動
し
な
い

。
從
つ
て
ウ

グ
ヒ

の
一
構
子
の
・

．

fn

動
の
際
・ :

に
も
H
イ
ォ
ン

は
抑
制
的
に
働
く
～:
と
が
判
る

。N
a

〇

一一設

中
で
あ
る
と
精
子
は
-
R
ノ

ル
マ

ル

以
上
で
あ
る
と
一:・一一動し
得
な
ぃ
が

-
-

，。ノ
ル
マ
．ル

以
下
で
あ
る
と
活
動
す
る

。そ
れ
前
〇H
イ
ォ
ン

は
ゥ
グ

一一」の
精
子
の
活
動
に

は
阻
止
的
に

働
か
な
ぃ
一
標
で

あ
る
が

、一使
進
的

に
働
く
か
ど
う
か
は
今
の
産
1'
分
判
つ
て
い
な
い

。

以
上
の
結
果
か
ら
ウ

グ
ヒ
の
精
子
の
場
合
は
相
常
廣
い

一一の範国

内
で
活
動
が
認
め
ら
れ
海
水
と
淡
・一一一一に
書
通
に

見
ら
れ
る
様

・-:Pl-
の

一
表
化
範
目
で
は
連
動
が
阻
止
さ
れ
る
様
な
一…--
は
考
え
．e一一n一
れ
な
い

'

三

、
結

び

結
子
は
親
魚
よ
り
'
:
:

-
-

e
-
'

出
し
た
ま
ま
で
一一m
3一一一一し
な
け
れ
ば
活
動
し
な

い
o
'

G
r
ay（
六

）
は
精
一一果内
で

精
子
が
一一一一動す
る
～::
と
の
出
來
な
い

の
は
-

f

0
，・一一0-
-一が
詰
つ
て
い
て

、互
に
通
動
を
一
切
げ
合
つ
て
い
る
た

〇
で
●

0
る
と
一一一つ
て
い
る

。
確
か
に
稀
一輝
し
な
け
れ
ば
一
構
子
は
活
動

し
・一一一一一い
し

、稀
釋
度
に

・1-
つ
て
精
子
の
活
動
の
度
合
が
左
右
さ
れ
る

-l:
と
が
知
ら
一一 :・-て．い
る
故

、
稀
釋
す
る
～::
と
が

一W子
の
一一一動に
必
要

t
一つ
の
一e
-
j

t:
で
あ
る
～:
と
は

，l--な
一っ
け
る

。
然
し
上
に
記
し
一一一一一接

に
た
と
い
一器

題
:

し
て
-
ウ

グ
ヒ
の
特
子
で
:
l一・-，-
平
商
食
基
水
よ
1l・a

．S一
減
で
は
精
子
の
活
動
力
が
全
一

，・・、'
失
わ
れ
て
い
な
い
に

拘
ら
・
f

、通

動
が
認
め
'
ら
れ
な
い

。從
つ
て
一
構
子
の
活
動
に

は
-f
一報
一
す
る
～::
と
の

外
に
あ
る
種
の
要
四
が
必
要
一e
あ
る
こ

と
が
・一一一一一，、一一
。

一醒
や
ウ

グ
ヒ
の
緒
子
が
一一一 ::一通
海
-

、中
で

-r-
動
，，，・一一一，一い
の
は

、'此
の

極
の
あ
る
要
因
が
海
水
中
で
は
缺
・
-一．，・
・

て
い

一・ハ一一一一一，'J・あ
-
こ

と
は
想

像
に
難
く
な
い
o

'

'一一一 :一々
は
前
に

述
ぺ
た
観
楽
で
能
や
ゥ
グ
ヒ
の
-

l-
，f
の
活
動
に

は
淫

透
'

確一が
低
い
と
一一A
う
と

と
f-
必
要
な
一'
づ
の
條
作
-
'
J

あ
・
リ

、海
・
'本

中

で
之
等
の
精
子
が
活
動
し
得
な
い
の
は
主
と
し
て
海

一一（の
n一一一透
確
が

高
い
せ
い
で
あ
る
～:
と
を
知
つ
た
c

そ
れ
で

は
'
-
-一一一一n液
の
一
器
透
感
が
高
い
と
何

一w-
:

1

i
i

の
--
子
は
一一M :

:

動
し

な
い
か

、
と
一一一一う
疑
間
が
次
に

起
る
が

、=
、・a
は
-静
子
の
活
--m
に

開

-ll一
る
知
一一一一一・的
な
1-
題
に

-lM5
1

、
本
機
告
の
一一一一一 :

-一、外
に
属
す
る

。

:

ia
に
此
の
組
察
は
北
大
大
1lE
、
青
本
-・用
教
投
の
指
導
の
下
に
筆
者

が
現
在
行
つ
て
い
る
角

」-laの
受
一一一一に
開
す

る
研
究
に

附
帶
し
て
な
し

た
も
の
で
あ
り

、
木
-
範
郎
解
化
場
長
の
格
別
の
配
'一一一一一．一一， r一場
つ
た

。

記
し
て
之
等
の
各
位
に
深
謝
の
意
を
表
1

る

。

註

一
、．Ru

nnst
rom

-

F

．
-

l
9
2
0
-

Ac
t
a
Z
8
l

．
-

l
-

'

一
、-
本
喜

一'
郎
．

生
一一f生
態

（来
版

）

三
、
-
-

，・

水
産
孵
化
場
報
告

、一一一a
-

l一
（未
版

）

- l:-

四、

l
・

生
物
'

（未
版

）

五

、Loe-
-

）-
J

．
-

l

9
l
5
-

A
me
r

．-Na
t

．
-

4
9

六

、G
r
a
-

「一 一．J
．
-

-
9
2
8

B
rit

．J
．

］ h
P

．B
iol

．
-

5

．

千
歳
川
で
捕
獲
さ
'a
た
館
'

〇
n
8rh

ynch
us
k
et
a

言alb
au
m

）

の

兩

性H
erm
o
P h
o
rd

．

it
ic

、

に

就

い

て

北
海
道
水
産
解
化
場

柴

田

幸

郎

千

歳

支

場

和
:

:
， -

藤

繁

fa
和
一，-
・r・
一
年
十
月
営
場
所
-llS
西
越
捕
獲
場

（一一，-

'一一一一一一川'
）
に
於
て

抽
一 :m-
:

-

，に
:

依
り
雌
雄
同
体
の
確
親
一一一を
抽
獲
し
た

。
雄
一
雄
同
体
の
例

は
蟀
期
に

於
て
左
程
，林-
で
わ
な
い
様
re
あ
る

が

、一-
illf

に

於
て
わ
性
だ

-flf
で
あ
つ
て
一．--

一一一一・'-・の
知
見
施
国
で
わ
川
上

、
今
井

（ l
9
3
4

）の
招

一算
一一一，--一沖
で
流
細
に

依
-

）補獲
さ
れ
た
記
述
を
知
る
0
み
で
あ
る
が

、

同
氏
等
の
報
告
わ
生
城
素
に

對
す
る
概
要
の
み
で

、
親

f
h

一の
体
長

、

年
齢
全
く
不
明
．で

之
が
形
態
に

全
く
觸
れ
て
居
ら
な
い

。
而
し
て
本

個
体
の
如
く
完
全
に

生
殖
一
素
の
，

表
達
せ
る
も
の
は
一一用
一

ん
:
-
J

一一一一 :無
と
信

ぜ
ら
れ
る
の
で

、
数
に
之
が
概
要
を
報
告
し
一n-一期
始
一
雄
性
研
究
の

一

資
料
と
し
た
い

。

外

形

外

一一一r--わ
一
見
難
で
採
那
の

一一一め腹
部
を
切
解
せ
ん
と
し
'て
探
那
刀

の
感
觸
に

依
-l

）難
雄
同
体
な
る
を
推
知
し
得
た

。

次
に
、-lh

体
各
部
の
測

．
．，・'
値
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る

。

千
一一一一一川
應
'

酸
の

一一一一一一期
に

於
け
る
雌
雄
形
態
・一一一一
M一

．異
、に

就
て
l:
u

本

（ l
9
3
5

）
の
研

一ルあ
り

、
同
氏
は
形
態
． '

要
標
'一かし
:
'

-
'

一
次
性
微
た
る

吻
長
の
變
化

M

一M

に

求
め
'

之
が
'

个

f
価M
-

雌
2
・
f
）t
O
b
l
7

地

2

．3
」一一-0
．
0

」2
'

に

し
て

本
一～-一一一…1
は
難
雄
開
の
'・
，
:

-

，--
:

．…一一一を
表
明
す
る

一
要
因
な
る
を
指
抽
-

一J
い

る

。一m
-

:

し
て
本
-M
体
に
:

-一一・．
け

る
平
均
値

は
2

．一一一'に
し
て
双
方
の
中
間
値
を
示
し
之
が

:

-
-

，一一一一
は
難
雄
i一一一一一一m一一の
中

間
に
:一一…一す
る
も
の
と

一一一い得
る
で
あ
．ろ
う

。

c
n
-

．
'

:

c
n
-

．一
c
n
-

一'，引一
'c
m
． '-'c
一n' :
一
-c
m
，一-c
'm
．
'-
一

'_ _

7
4
3
一
-

6
2
5
-

i
6
3
一
'・6
'

．-一
，lg
一

．8

． ，01

-
6

・2
:

-
4
．6 l



（
器
一u
．-
7
4c
n
-

i
9

．
8

言

色
わ
桃
色

、
下
半
は
精
集

（f
-
7e

l

W
m g一
課
計
m m
-

）

を
以
て

」一一一め
ら
れ
自
色
を
:

1一一一し
て
い
る
o

卵
集
は
f描
来
熟
で
あ
る
が

-l;P
径
5・
～
6

耗
の
来
發
達
卵
の
點
在
を
認
め
ら
れ
る

。
卵
集
よ
・o
精
一一果

え
の
移
行
部
は
完
一全
に
分
離
可
能
な
る
も

、
左
側
内
方
の

一
部
に
於

て
モ
ザ

イ
ッ
ク
一一一一に入
り
込
み

、此
の
部
分
の
卵
集
は
来
發
那
を
多

数
有
し
且
つ
:
，r
，

'

下
部
即
ら
精
---
の
末
端
は
内
方
に
繰
ら
れ
た
る
如
き

形
．般
を
一一-
し
て
い
る

（第
二
間

）

わ
淡
水
色
、の

一
種

X
i

P
h
o
P
h
o
rus
He
uc
r
i

Hcc
k
・c
-

，の
性
一
雄
性
0

逆
轉

、
木
下

敏
文

（ l一一一34
）の
的
の
雌
雄
同
体
に
開
す
る
研
究

、
新

-
英
二
郎

（一一93
」）
の
本
邦
産
ざ
り
が
に
に
見
出
さ
れ
た
精
那
異

、

木
下
・

好
・

治

（1一一）3
」）
の
一一一一-iM
に

於
け
る
雌
雄
性
の
轉
換

、
松
井
佳

一

牧
野
一一一n
二

:

-
-

（ l- l
）一一一一一一））
の
一一一一と
的
に

見
出
さ

れ
た
間
性
等
の
各
業
積

あ
る
も
一一一一 :' :
見
し
て
以
上
1-b

，--fに
:一一一一一て
雌
雄
同
体
の
存
在
を

一一一め
る
-

之
が
要
因
に

就
て
は
確
た
る
結
論
を
見
出
し
得

な
ぃ
様
で
あ
る

。

更
に
川
中
'一M一
"一一M
（ l
．一要
一）
わ
紅
輔

S
a一一一一o i-
'i

一一eus
G
i
-

）b
，
）-一s
サ

ク
ラ

マ

ス

〇

一一（-'一，1
'l

'一一
h
-

一sm
a
s
ou

（B
rc
v
oo
r
t

）一一一一一-l:使
用
し
酸
又
一一b

ァ
ル
カ
リ
'-一一…
一a、:の
開
興
が
一f用--
作
能
'

に

及
ぼ
す

影
響
に

就
て

観
察
し

、

i
-

，
:
:

-
-
-

-
:
-

一一一一一数
三
、四

二
ハ
ー-
の
性
能
わ
9

」7・5
一一一一一
〈
一一2・7
a
で

、
雄
性
仔

の
過
剩
を
招
來
す
る
'…一一を一報じ
て
い
る

。花
同

（ l-c
3
7

）
わ
一一1-
rsl
i
c

の
．一一 i-

-一的
一の
一雌
一一一一一比
の
研
究
．
-
-
-

L

次
の
如
く
論
じ
て
い
'

る
生
殖
腺
發
生
0

観
'

め
て
初
期
に

於
て
わ
雌
雄
北
'

、に
生
取
'限
内
に

大
型
な
形
態
的
に

は

那
細
胞
と
全
く
異
ら
な
い
生
殖
細
胞
が
生
じ
'
精
--l-
、が
生
一一，・-る
際
に

わ
之
等
の
那
細
胞
様
の
生
效
細
胞
が
尾
端
の
部
分
か
ら
次
第
に
遇
化

し

、他
の
小
な
る
生
效
細
胞
が
新
に

分
一n
表

增
加
し
て
後
の
精
母
細
胞

が
生
，-・

，
・

る
の一で
あ
る

。
、

即
ち
結
-ll-
は
形
．態
的
に

わ

一
見
--a
集
様
の
構
造
を
有
す
る
生
殖
限

が
出
來
-
っ
た
後

、
改
め
て
:
1
:・r
，の
生
殖
腺
内
に
改
造
の
作
用
が
管
ま

れ
英
の
結
果
と
し
て
二
次
的
に

生
-
る
の
で
あ
る

。
而
し
て
此
際

一一

造
の
初
ま
一る

一一一一わ
常
に

尾
端
に

あ
-l
'、頭
端
に

向
つ
て
作
用
が
進
行

「る
。一
那
m一一は
初
め
の
生
殖
腺
が
:

-

-
:一一一 :一的
一の
形
で
發
す

る
と
言
う

。

以
上
發
生
過
程
が
能
-n
類
の
近
線
性
よ
り

:一一一一〇
n
8r一h
y
'
-
-e
h
u
-s
k
，

e
t

a

（W
a
l

b
aum
）
と
軸
を

一
に
す

る
な
'

ら
ば
本
個
体
の
如
き
一
姓
雄

同
体
は
先
づ
雄
と
し
て
發
生
を
示
し

、
次
い
で
生
殖
集
の
尾
端
よ
り

退
化
分
裂
し
增
殖
途
次
に

於
い
て
何
等
か
の
要
因
に

依
り
通
化
が
停

止
し

一2-・0
，の
一一一m…

:

-
- :
一

は
'一=
、性
發
需
し
ァ
・
、・一一'-1果と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る

。一一一一一一も
あ
れ
本
個
体
の
如
き
崎
，'，，
わ
一一一一一新
雌
雄
性
の
究
明
に

一

つ
の

一一国一-
，な
一購
一'
，・
．
-

-

一一一興
え
る
も
の
で
わ
な
か
ろ
う

か

。

文

獻

（ l

）Fs
i

cs
s
一
E
．（-
9
一一 :

・一）淡
水
一一一の
一一前一X
r
i
l

）h
o
rccs

H
c
uc・
r
i

に
:

-
-一一一一け
る
雌
雄
性
の
逆
轉

、
動
物
學
雜
誌

V
（-一一・46
P
・2
8
7

（二
）…
…一'-
四
郎

・一一，:一 :一一一暗
一

（ l9
3
・一）姓
の
一M
-一性
に

就
い
て

北
:

海
通
水

一 l-- :

一試
驗
場
事
業
句
報
部
二

一ハ
一
號

（三
）
木
下

敏
央

一，
， l

一一）3
・一）
的
の
雌
雄
同
体
に

就
い
て

動
物
準
難

一
認

V
o
l

-

一一一:6
P
-

7
一一一

（四
）新
山
英
二
郎

（ l9
3
4

、一本
邦
産
ザ
リ
ガ
一一
に
見
出
さ
れ
た
る

精
那
異

動
物
學
雜
誌

V
（ :

-
-

'l
6

P
・3
6
7

（五
）
木
下
好
治

（ l9
3
5

）
黑
的
に
於
け
る
雌
雄
性
の
轉
換
に

つ
い

て

動
物
率
報
誌

V
o
l

・
4
7

P
・一'-' :一一

（六
）
松
井
性

一
、
牧
野
佐
二
郎

（一一）3一一）一理
と
的
と
の
雜
極
に
見

出
さ
れ
た

性
に

就
い
て

動
物
-
-

:

・

一一和
一一一一一V
o
l

・
4
7

P
4
5

（七
，）
内
-i-

事

（一一一一一一））
雌
雄

的
不
分
化
雜
一一m
に
一
及
ぼ
せ
る
一一一一一一一'…M-

移
・m一
に

依
る
フ

ー-

ー

マ
ー

チ

ン

影
響
・一W
一集
那
に

つ
い
て

動
物
學
雜
一一一一
V
o
l

・
4
7

P
・一一一一・一）-・一

（八
）
販
本
般

一一
（1一一一一一 :

・一））
-

M一の
-a:
-

:

田
り
に

就
い
て
の

一
観
察

養
城
合
:
-
-

．-一一
V
o
l

・

）

No
．7o

（九
）
花
同
，1
一

一一・．1一一・一'．）
．一一一一'節
に

於
け

る
難
雄
性
の
間
題

m難
的
出
無

概
第
九
年
三
四
號

'

（一
〇

）
田
中
:
':

--
:一一一（'一一・一'一一一）
乳
酸
及
一M
曹
が

一一一一一期の一 :
:

-
-

:

魚
の
性
能

に

及
ぼ
す

影
響

日
本
水
産
學
，
算
'一一一第
七
卷

空
ハ
號

,- 7 -

一
鮮
'

總
一

類
の
洞
歸
性
を
證
明
す
る
二
、
三
に

就
い

て

lt:
海
道
水
産
一 :-一一一一驗
場

川

合

豊

太

一郎

一
、
結

言

一m
-

-總
類
の
．ll=-
師
，性
--
確
定
的
な
も
の
と
し
て

一
般
の
常
識
と
な
っ

て

一一一一一る
。
而
し
て
一'不
一一一期
に
直
面
す
る
と
此
の
定
設
に
疑

一 :）の
生
・
ず

る
場
合
が
度
々

あ
る

。M
-

一
一的

識
の
洞
師
の
証
明
材
料
と
し
て
現
在
-9

げ
ら
れ
て
居
る
も
の
は
左
記
の
如
き
事
項
で
あ
る

。

1

-一一一一一 :

n一の

一一一外一一 :一一一=:
、
脂
的
等
を
切
斷
す
る
標
識
一 :一一の
洞
歸



型
の
特
一一一M一は
次
の
如
し

。．

A
型
…
…
核
心
部
よ
り
第

一・
冬

一一一a一迄
略
一一一等
開
隔
の
解
除
を
形

.0 0 l .l:・1 ーl_ e, _ ,:;,

- -l_ L l 1 _

成
一-
る
・一，一の
o

B
型
-
:
:

-

一一一初
の
鱗
除
數
條
間
は
比
較
的
廣
開
隔

、次
の
'

-l-

接

狭
間
隔

、
そ
れ
よ
り
外
部
第

一・:-一一・一期
一m一…・一一一～は
一一-
び
廣
間
隔
の

la
除
排
列
一一一?
態
を
な
せ
る
も
の

。

．

C
型
-
-

一一一初
十
数
條
内
外
の
鱗
、1llk
は
比
較
的
狭
用
隔
に
排
列
一一●-

れ
そ
れ
よ
り
，M-
-

・

部
第

一・一一一一一一一一一・一a…
迄
は
一-
，
・
'

開
隔
と
な
れ
る
も
0

D
型
-
:
・
核
心
部
の
鱗
、除
排
一列
'一一:-
態
C
型
よ
り
も
更
に

一一一 :

に
し
ru

特
部
の
鱗
、除
前
・一一少
き
も
の

。

DC
型
:
-
0
型
と
D
型
の
中
開
型
-

。

既
述
の
如
・

，?-一一一一・一rの
購
除
の
成
因
に
つ
い
て
は
、'
:一一一一一一 :H
:

の
研
究
を

待
つ
一-
t
l
D
◆
CD
型
等
は
紅

一M'一の
第

一
年
-f
の
鱗
、除
に

類
似
す

る
點
よ
り
一一一一一'一一一'
し
て

、
淡
水
に
停
一一-す
る
に

因
る
も
の
と
推
知
さ
れ

る

。
調
在
の

．一前
果
:n
-
'

他
:

m一
方
成
の
も
の
と
の
比
一一一一一を
-j

せ
・

ば
次
表
及

次
一
岡
の
如
し

。'
．f一一十
．

，， :-

一一一-一一一一'f-' l-一一一一）----a
-
t

一一-
-一一一一-一一一一一一・～ :

一慕

調
査
は
焼
の
核
心
部
の
藤
除
形
．

式
に

依
り
A

、B
、C
，
D
及
c

と
D
の
中
田
． 型
の

一の'力'f
に

分
期
し
英
の
出

．現般
况
を
調
べ
た
各

の
が
多
く
一一M的
の

一
部
を
達
し
た

。

（1
）-一 :

-
:
:

-
-一一場
所
及
時
期

細
走
川
補
獲
場

（2
）．調
・一一n
一
尾

数

一
四
六
尾

至自
十十

一月

月三
十-1'-
日日

2

孵
化
放
流
に
依
る
通
上
の
增
加
及
-a
上
の
盛
期
に
一
要
化
を
生

ぜ
し
め
た
事

3

統
計
屈
・

的
に

放
流
数
と
洞
歸
年
の
漁
獲
高
を
一一M
，
定
し
証
明
せ

る
も
の・
等
・

右
0

内
2
の
場
入
:

，の
:

-

，
-
明
事
項
と
し
て
は
半
田
芳
男
-

」-が
石
狩
川

に

一一一一一 ::一・．一一一M
-

．一一一， :， :注
次

化

、
北
見
頓
別
川
に

於
け
る
一一一一一一-l-の
洞

g
文
笏

一測
に
---
け

る
一一M一蟀
の
．:--1-
師
等
本
通
一一一一一一'の
も
の
に

つ
き
洞
師
の
例
を
あ
．

一一一:-
::
-一一の
．-l1-
-ll-
．r :
，
-

．n一べら
れ
て

:

-一一一-り
一
般
の
信
・
」一'・，
る
と
～::
ろ
で
あ
る

。

昭
和
・
-
-

一一:・・以
．
降
M :

和
十

三
年
に
一一， lf一
る
間

、
北
海
通
水
確
試
驗
場
が

本
適

，
---

，
'

秋
-一と
北
，'

．-方
面
自
一一一一一一の
系
統
--E
游
開
係
を
探
索
し
た
際

、

二

、三
の
．洲
．時
性
--
推
知

'

し
得

一・一一一一一一項
を
發
見
し
た
の
で
次
に
述
ぺ

て
見
た
い
と
川
-

、
，

。
唯1
，業
一 :一一一一料
の
占
い
・ :一一 :一一 :

i一一一調
一一n一同
数
が
少
な
い

事
J-l-
、

。紛
要

、-
た
． 「'料
も
あ
り
的
確
性
を
欠
く
が

、
參
考
と

な
り
又
後

n
本
洲
“・'n
'

に

従
事
す
:

0

者
が
再
検
言
の
上
明
確
に
し
て
'
載
け
ば
私
の

一一一一 ::
び
し

．
一
す

る
所
で
あ
る

。

二

、鱗
居
の
考
察
に
依
る
態
の
．洞
歸
性

田
:

和
十

一
年

、〈一一一一一一一一一一
が
調
本n一船
に

て
時
不
知
末
期
の
も
の
の
行
来

を
追
究
中

、
七
月
十
八
日
色
丹
島
出
時
南
一一一
，一一一，- ::一一、組
で
漁
獲
し
た
二

三
尾
及
し一一．月
二
十

一
日
擇
捉
島
一一一::
．却
，m
，南
徴
東
一一一一一東
六

'五
一一一:一で
漁

獲
し
た
三
尾
に

つ
き
調
益一の
際
前
者
の
内

一
尾

、
後
者
の
内
二
尾
は

一解
一一一一の形
式
が
紅
蟀
等
の
如
く
核
心
部
に
一淡
水
一將
一 :一一一の
徴
候
を
認
め

ら
れ
た

。
締
一一一一一の
地
に
湖
沼
等
の
在
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
の
で

、

八
月
三
日
此
の
一一S-一一一一 ::を
:-
-一、備
す
る
報
捉
島
年
一 :

m
湖
に

題
上
す
る
も
の

淡
水
生
活
の
微
候
を
認
め
ら
れ
た

。
後
日
新

，
・

・

-
-
一一一?
の
協
力
に
よ

り
一ル
，
L
月
十
日
捕
維
の
調
在一
材
料
一，-
，-
〇
尾
を
得
た
が

、
之
も
一解
に
欠
期

多
き
傾
向
を
知
る
の
み
で
目
的
を
達
し
得
な
か
っ
た

。

昭
和
十
二
年
十
月
下

，
:-一一、
機
合
を
得
て
綱
走
川
に
遡
上
す
る
態
の

調
益
を
責
施
し
た
結
果

、預
想
以
外
に

淡
水
押
:

次

の
組
成
を
示
す・

に
つ
き
調
益
を
試
み

た

。
常
日
は
二
尾
よ
り

、抽
獲
さ

れ
f

，且
つ
1f
は

欠
刻
多
く
目
的
を
達
し
得
ら
れ
な
か
っ
た
が

、
二
尾
と
も
核
心
部
に

，

-lli
．
ー

一一一一一一一一一E

一-
6

一一一一一一一

;f
S
J
-

2（
-

:-

一'-
0

n
2
7

m

f
S

n
4
-
J

ー

9
・一一
一）--一
'

----
-

一

-
一:
;
一

一一7．4-
9

．o'
2
-

．6

一

・

，J

起

B
a
C
-y
D

，一一一．
C
．D

-a
器

．
-

・
'一

一

、

．
一． ・
二

一一一・

l

-
．

ー

・
）S

4

一一一-
l

-

l

一
-

・

・

-

l
'
-

．．

'・

'・

、

C-
-

-一一一一
ー

．
-

-

2

一 1
．、:o

4
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4

．
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一一-i
:i
一一r
a
l
O
J

-

2
2
m

ll;-
l
0
=
2一一E一
一
3
0
一

一m一
一一一9一
:L

3一

一2
:

-
7
・

-
一

-
一

-
一

」-一

一
ー

3

．8一一f9
．6． l
3

．4一
一一一
．3一

O
io
．

l

●
:

-
i一一-「

- l0 -

紹
走
川
の
も
の
は
右
表
に
示
せ
る
如
く
D
及
．C D
を
加
え
れ
ば
:

-
:一ハ、の

出
現
七
六
・
〇
%
・一一一一一-
n
め

、
他
地
方
の
も
の
に

比
し
出
現
が
非
常
に

多
'

い

。．
紹
走
川

、
年
一的
川
一用
者
の
例
よ
り
考
察
し
て
指

一監
の
河
川
が

湖
沼
に

注
入
し
て
居
-l-

、雅
魚
が
降
海
に

常
り
湖
消
内
に
入
り

一
時

停
静
の
上
河
口
を
索
め
て
降
海
す
る
も
の
・・・一如
く
推
察
さ
れ
る

。此

の
停
滯
が
一購
-

居
の
核
心
部
に
特
部
を
形
成
す
る
も
の
な
ら
ん

。
而
し

て
調
一一n一一一一 :

-

一
料
の
七
六
・
〇
%
が
D
及
C D
型
を
以
て
形
成
さ
れ
て
居
る

と
一一一一一一う
一:-i-
は
産
卵
の
た
め
指
～

監
の
地
を
索
め
て
遡
上
し
た
即
ち

．洄

」
alt

せ
る
も
の
と
云
う
一一--1-
が
出
來
よ
う

。
既
述
の
如
く
鱗
居
の
形
成
よ
り

考
察
し
て
洞
歸
性
を
証
明
す
る

一
．制足
・一一一一料
と
な
し
得
る
と
思
考
す

一一一、●
道一-一に於
け
る
紅
●
の
担
f

舞
捉
島
に

於
け
る
紅
館
の
遡
上
は
東
…一一一 :の
得
茂
別
湖

、
年
前
湖

、

西
岸
で
は
ラ

ウ

ス
沼

、ト

］ロ
］-la
及
:一一一一取
湖
の
五
ヶ
所
と
記
憶
す

る

。右
の
内
ウ
ル
モ

べ
ツ

湖
は
本
邦
で
有
名
な
紅
一
随

一の
確
地
で
あ
る

昭
和
十

一
年
八
月
上
句
年
一開
湖
に

遡
上
す
る
．-1i一館を
調
益一せ
る
に

小

形
の
も
の
多
く

、
体
長

五
五
和
前
後
の
四
年
生
の
B
型

（鱗
形

式
分

類
の
符
號
で
滿

一
ヶ
年
淡
水
生
活
・一一f一す
一Jせ
る
も
の

）を
以
て
占
め

て
・一一一 ::
る
に
反
し

、
得
茂
別
湖
に

通
上
す
る
も
の
は
体
長

一'，、三
械
前
後

の
一--
年
生
の
B
型
を
以
て

一' :li
め
ら
れ
て
居
る

。
兩
湖
は
擁
提
島
の
東

一一一一～ :
に
在
-

）-一性
に

三
四

一一一 :よ
1l

）出
離
を
持
た
ぬ
が
前
-
～

の
如
く
期
著
な

相
異
を
示
し
地
方
型
を
明
確
に
表
現
し
て

:
-

:

-一一'り
．-同
師
の

一
．--E
明
資
料

リ

と
9
-

考
さ
れ
る

。
測
定
値
の
比
較
を
記
せ
ば
次
表
の
如
-
c

（得
茂
別
に
於
け
る
測
'
'

一表
を
欠
く
た
め

、
厚
…一一一一一:で
漁
一一姐
せ
る
も

の
'・'一測
定
:m
を
比
較
し
參
考
に
供
す

）

一一一一一r
基
、

-一一益
一一一一u
．
-
-

-

・器・

一-
-
-a

J

一一s fg

基
6
l-

．一一1g
0一6
2
3

一画得
茂
別
に
在
る
東
得
理
-f
業
株
式
會
社
一一一--
動
力
瀬
0

一部
に

水
車
を
運
神
し
て
:

居
る

。
此
用
水
は
得
茂
別
の
川
水
を
引
用
し
て
居

り
排
水
は
工
場
下
の
海
岸
に

流
出
し
て
居
る
附
近
に

は

エ
場
の
排
表

物
が
一一一・精一・腐
政
し
之
が
波
換
に

よ
り
機
亂
さ
れ
海
水
は

一提状
を

一通し

悪
央
を
發
し
て
居
る

。
例
年
八
月
上
．一一にな
る
と
紅
館
は
此
の
一m:
・一一一 :

中
を
游
:

冰

し
水
-l-
の
排
水
を
索
め
て
遡
上
せ
ん
と
し
て
-la
集
す
る

。

漁
夫
は
鈎
を
以

一Ji :-一一つ
か
一一 :

-

，
:

-一日
数
十
尾
を
抽
確
し
:

-
-

-
i一れ
て
一居
る

。

近
傍
に
は
小
河
川
が
多
数
あ
る
が

、
全
・

々

題
一

上
一一一一一一-見
な
ぃ

。
唯
本

流
と
之
よ
り
引
用
し
て
一一一る工
場
排
水
．一一:-一一-茂
別
川
の
川
水
で
あ
る

、一J

と
を
識
別
し
て
一
遡
上
す
る
:～::
と
は
洲

一一一'の
一
-一一明資
料
と
思
考
さ

れ
る

。
半
川

，方
現
氏
は
是
れ
と
一期
似
の
例
を
文
笏
湖
の
一m1一m一に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
?
・一'
．
-
:一
，る
。

四

、
結

驗

S
述
の
如
く
'-=
も

:

-
l

-
-一一一の
河
川
が
湖
沼
に
:一;M
い
で
居
る
時
は

、

j
l
a:

節
の
如
く
一號
:

-一一の一核
心
部
に

淡
水
停
滯
の

一一、．族を
現
す
も
の
と
考
‘

，～

ら
れ
る

。
太
平

一一一一一 :
時
不
知
・ :
・ :

，一一期
の
も
の
-』
内
に
前
記
の

一似候
を
現
す

も
の
を
發
見
し

、
之
が
解
决
の
た
め
一一一，一的
川
及
細
走
川
席-
の
も
の
t:

調
在一
し
た
'

結
-果
=
:
的
の
一
部
が
述
せ
ら
れ
た

。
年
的
川
の
も
の
は
探

集
時
期
の
開
係
上
一酸
一一一一用
に
欠
刻
を
生
じ
価

一一向
を
知
る
程
度
で
あ
つ
た

が

、
紹
'

定
川
の
も
の
は

」・一'ハー
・
〇
%
が
淡
水
滯
:

-一の
．
徴
低
を
有
す
る

も
の
で
あ
っ
た

。
換
言
す

れ
ば

一一一''m一一期
に

一一一一一1l
）締一一量 し
の
地
を
索
め

一一-:

遡
上
し
て
來
た
即
ち

．洲
師-
し
て

來
た
と
一一一う事
が
出
來
よ
う

。

探
理
島
東
岸
の
得
茂
別
湖

、
年
一的
湖
に
遡
上
す
る
紅
一
師

は
角
体
の -' l l _



大
き
さ
が
:

-
:

9

だ
し
く
異
り
前
者
は
互
年
生
0
B
型
が
大
部
分
を
占
め

後
者
は
四
年
生
の
B
型
が
大
部
分
を
-，-め
て
居
る
償
か
三
四

．組
を
隔

て
た
兩
湖
の
も
の
が
斯
--
も
明
に
相
異
を
現
す
～::
と
は
自
一f
の
橋
一監

の
地
を
:

認
識
し
て
居
'
る
も
の
と
一'f
え
よ
う
o

又
得
茂
別
湖
に
遡
上
す
る
．一一 i-

-一能
一は
本
流
と
東

一一一一 :i一一一漁
業
株
式
合
社

が
得
茂
m
川
よ
り
引
用
し
た
排
水
に
の
み
一

（附
近
に
は
エ
場
0
持
-

物
が
堆
載
密
政
し
之
が
波
一m一に
總
亂
さ
れ
泥
状
を
一一-し
惑
奥
を

a
」

て
居
る

）'
遡
-一せ
ぬ
こ
と
も
括
藤し
の
地
を
認
識
し
て
居-
る
現
a
と
信

ず

る
も
の
で
あ
る

。
以
上
二

、
三
の
一一一一一館
期
の

．洲
師
に
開
す
'

る
事
環

を
記
し
參
考
に

供
す
る
次
第
で
あ
る

。
（昭
和
一一
二
・
一
二
・一=一一）

木

崎

轉
（〇n

co
rhy
nch
us
m
asou
B
re
voo
rt

）

幼

魚
の一
一

鱗
一

發

生
に

就

い

て

-f
館
高
等
水

一一一一'學
校

中

村

-

雄

一構一一期
の
一焼
に

一一一一一一ての
研
究
は
・ :

前

一の
生
態
學
に

一一 :，益す
る
産
が
能
'

だ

大
き
い

。一面
し
て
鱗
の
發
生
常
初
に

就
て
詳
し
い
知
識
を
得
る
事
は

解
を
研
究
す
一一・（一一=一一一 :

:

礎
と
な
る

ぺ
き
重
要
な
事
項
で
あ
る

。著
素
は
木

時
一館

一幼
魚
の
一天
然
解
料
研
究
の
爲
め
採
集
せ
し
材
料
に
就
て

藤
の
發

一一一'一時
期
發
生
状

態
並
に

現
境
等
と
の
開
係
に

就
て
も
多

少
知
り
得
た

が
材
料
に
不
備
の
點
あ
り

、
，'．，

・一に
湖
た
ざ
る
鹿
多
々
あ
れ
ど
此
應
に

記
し
て
一．ilf-
許
の
御
敎
一・-
・
，

を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る

。

港
に

御
指
導
を
既
り
た
る
水
確
試
驗
場
上
-
分
場
畑
久
三
技
手
並

に

費
重
な
る
文
一一一の貨
興
を
場
り
た
る
蘭
館
高
水
渡
邊
敎
授
に

深
謝

の
意
を
表
す

。

材
料
の
採
集

材
料
の
探
集
は
元
水
産
試
驗
場
木
崎
分
場
養
魚
池

の
排
水
加
轄
入
す
る
小
河
川

（川-j

0
・一一一n
内
外
．，）
分
場
附
近
の
-a
水
河

川

（・m
，

0

・5m

内
，-一‘'）
及
び
分
場
-

E
育
．池
よ
り
得
た
も
の
で
あ
る

。排

水
河
川
．と
一湖
水
河
川
の一
:

-

M一料
は
此
等
河
川
が
数
'--
:
r

米
下
流
で
木

:

解
'

油

に

流
入
せ
る
爲
め
木
時
湖
よ
り
木

:

時
湖
親
・s
が
過
上
し
一大
然
廠
卵
一一-

し
も
の
で
あ
り

、
解
化
し
た
時
期
は
f
用
'

那
期
よ
り
推
し
て
十

一
、十

二
月
頃
と
一m
f

は
る

。4
的
育
一一M一の
材
料
は
本
時
韓
成
本
時
一
娜
親
一一m

、よ
り

探
卵
的
育
せ
る
も
の
で
あ
る

。
此
等
一，u一驗
・ :一一一一:-一一一 :一一一集
一使
直
ち
に
-
0
'
%

フ

オ
ル
マ
リ
ン

波
に

．投
演
し
一一一、・一一一一体
側
よ
り

「メ
ス

」で
解

-
精
a

取
り
檢
鏡
調
一一一一:一'
し
た

。

'

，一験結
果
・

四
月
十

七
日

排
水
河
川
で
採
集
し
た
木
崎
9
七
十

尾
は
体
長
4
-

「-
2
・一一mm
で
4
-

「mm
の
も
の
に
十
數

一一一、'・一一～-r一一 im
の

‘a
,- t1:-

に

二
枚
の
解
を
認
〇

'

た
の
．
み
で

、以
下
の
大
い
さ
に
は
何
れ
も
-a
t:

認
め
得
な
か
っ
た

。

・

'

～:
の
鱗
は
略
国
，

ル
で

發
生
初
期
ら
し
く
直

．
徑
0
・2
～
0
・4
mm
で

、

一0
i一中
大
部
分
は
0
・

。mm
で
あ
り

、
何
れ
も
瞬
上
に

は
不
規
則
な
細
目

一
状
の
細
線
が
あ
り

、
来
だ
:

元

全
な
る

C
i
r
cuu
は
形
成
さ
れ
ず

、
た

だ
一
優
に
不
規
則
な
細
線
を
'-一一め一得
た
の
み
で
あ
る

（同
一
）又
体
長

3
4

mm
の
も
の
に
一解
ら
し
き
も
の

一
枚
を
見
た
が
明
瞭
で

な
か
-

つ
た

四
月
十
八
日

湧
水
河
川
で

探
集

し
た
本

:

時
一
館

三
十

尾
は
体
長
4
3

～
2
・一一nm
で
4
3

m
m
の
も
の
二
尾
に
鱗
を
認
め
た
の
み
で

、他
は
何

れ
も
解
の
發
生
が
無
か
っ
た

。
鱗
の
一一一．は
国
形
一又
は
前
々
精
国
形
で

直
程
0
・
3

～
0
・
4

m
m
で
何
れ
も
齡
．上
に

は
不
規
M
な
網
=
状
細
線
が

0
り

、
中
に
は
鱗
の
輪
，一一と同
心
国
的
に
不
完
全

、
日
一つ
不
明
瞭
に

Circulu

が
現
れ
始
め
た
の
も
あ
り

（圖
・
二

）又
．既
に
二
本
も
形
成
せ

る
-
あ
0

（日
一一一
）

四
月
十

九
日

元
・

本
崎
分
場
飼
育
池
よ
り
取
揚
げ
た
木
時
一m
l

一
五
十

尾
は
体
長
3
4

～
2
・一mm
の
大
さ
で

、
此
の
材
料
中
に
は
来
だ
鱗
の
發

生
が
見
ら
れ
な
か
っ
た

。

五
月
十
八
日

排
水
河
川
で
採
集
せ
る
十
七
尾
に
就
て
:一一一一一一0

に

、

体
長
4
9

～
一一一2一m
m
で
何
れ
も
鱗
-

が
形
成
さ
れ
休
長

4
一一一m
m
の
も
の
・
、一

解
は
直
徑
0
・6
～
0
・8
m
m
で
就
中

0

．'「m
m
が
大
部
分
を
・一-
め

、
鱗

上
に
三
-
四
本
の
国
形
な
る

C
i

r
c
uu
を
生
じ

、
多
く
は
四
本
H
の

C
i

r
（一一一一 iの
形
成
途
中
に

あ
つ
た

（'一同
四

）直
經
0
・7
m
m
の
一解
中
に

は
解
の

一部
分
に

三
本
の
C
i
r・
（-u一u
が
一
使
に
形
成
さ
れ
始

一0
た
の
-

lE
察
さ
れ
た

（国
一

3
体
長

&
～
3
8

mm
の
木
崎
9
は
解
の
直
径
0
・3

～
0
・6
m
m
で
就
中
0
:

一一）mm
が
大
部
分
で
あ
り

、C
i
-・（
-uu

は
〇
～
三

本
で
一一一一一'に
=
本
の
も
の
あ
り
し
が

、
多
く
は
二

］・'一
本
で
あ
っ
た
o

（一一・iハ、
七
一
体
-一一一一一一7mm
の
一解
の
直

-llE
は
0
・3

～
0

．一」mm
に

し
て

Cir

-
-uu
m
u

は
〇
-
二
本
ま
で
現
れ
て
:

居

た
が

、
二
本
=一の
形
成
途
上
に

あ
る
の
が
最
も
多

か
っ
だ

（
」
E
八

）
次
に
体
長
3
6

～
3
2
m
m
の
も
の

は
一解
の
直
福
0

．2
～
0

．
・一mm
で
あ
り

、C
i

rc
uu
は
〇
-
二
本
で
多
く

は
一
本
で
'

あ
る

。
体
長
3
3

mm
の
も
の
は
来
だC

ircul
i
i

を
生
ぜ
・

ず

、

不
規
則
な
細

一株の
み
認
め
た

（開
九

）

，一，一
月
1
八

:

H
:

の
材
料
は
四
月
取
揚
げ
た
と
同
じ
的
育
池
よ
り
大
形

（体
長
3
一一～
3
-

m
m
）
の
も
の
を
選

一一一一一 :し
て
取
揚
げ
た
二
十
四
尾
で

あ
り

、
体
長
3
一）m
m
の
鱗
の
直

．
徑
は
0
3

～
0

．4m
m
で
そ
れ
に

一
本
の

細
き
C
i

r
2lu

:

・一の
如
き
も
'

の
．が
漸
く
認
め
ら
れ

（間
十

）
そ
の
他
の

内
体
長
3

」m'm
の
も
の
が
解
の
直
經
0
・2
～
0

．4nm
で
〇
-
二
本
の

（
-ircul

i
i

を
形
成
し
た
の
み
で
他
は
鱗
僅
少
で
直
徑
0

．3～
0

．
4

m
m
で

Cireu
u
s

の
形
成
初
期
-一
思
は
れ
る
斷
横
的
な
る
細
線

一
-
二
本
と

、

そ
の
間
に
不
規
則
な
細
繰
が
あ
る
の
み
で
あ
つ
た

（圖
十

一
）中
に

は
全
く
C
i

rc
uu
を
認
め
得
ぬ
解
-l-
あ
つ
た

。
体
長
3
3

～
3
l

mm
の
も

の
は
何
れ
も
一
、
二
:一一一一の
鱗
を
見
出
し
た
に

過
ぎ
な
い

。
又

．
3
l

mm

の
も
の
--

鱗
．の
直
福
は
0
・一mm
で
来
だ
C
i
r
（-ulu

が
現
れ
r・:、
細
線

の
み
で
～:
れ
が
組
察
し
得
た
最
小
の
麟
で
あ
っ
た

。

總
括

以
上
の
資
験
結
果
を
第

一．
表
に
依
il
）翻
る
に

、
魚
体
に
解

を
生
-

f
る
大
さ
は
四
月
採
集
の
木
崎
-9
は
体
長
4
・3
mm
以
上
に

、
五 - l 3-
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月
の
そ
れ
は
体
長
3
1

目
以
上
で
あ
る

。ご
れ
は
孵
化
後
日
-一が
組

過
す
る
に
從a

l
a

を
生
・

ず
る
一一一一一体
の
太
さ
が
次
第
に
小
形
に

な
っ
た

と
一一一う事
を
物
語
つ
て
居
る

。

'

形
成
常
時
の
購
の
形
は
国
形
或
は
納
々

精
同
形
で

C
i

r
c一一一'
し

中

心
は
多
少
被
費
部
へ
片
寄
つ
て
居
り

、そ
の
大
さ
一一は
直

經

一・一一、
，、0・4

目
が
大
部
分
で

、
稀
に
0

．1m
m
と
か
0
・8
と
一一一一う
も
の
が
あ
る

。
而

し
'

て
魚
体
の
大
小
に

:

-一・:一ぃ瞬
に
も
幾
分
大
小
の
差
を
生
じ
．?
J
一

・一一一た
。

Cir

（-uu

形
成
常
時
の
鱗
は
不
規
則
な
細
線
が
あ
り

、
中
に
は
そ
れ

が
紹
'目
般
を
な
し
て

居
る
も
の
も
あ
り

、
そ
れ
ょ
り
納
々

進
ん
だ
の

を
見
る
と

、
鱗
に

斷
續
的
な
極
く
不
明
瞭
の

C
i
r
cuu
が
現
れ

、
そ

れ
が
次
第
に

連
績
し
で
遂
に
完
全
な
る

C
i

r
c
u
u
を
形
成
す
る

、斯

機
に

鱗
上
に

三
本
内
外
ま
で
環
一一一m一に
C
i
r
c
uu
を
形
成
し
鱗
，の
外
方

に
作
る
も
の
で
な
い

。
此
の
事
は
C
i
rc
uu
を
生
じ
た
鱗
と

、
来
だ

生
じ
な
い
鱗
と
同
大
で
あ
る
・一一一fよ
1-

）一一一一一一一・一一a書
さ
れ
る

。
そ
れ
以
後
の

C
i
r
-

（-t一］一は一解
の
外
方
に
形
成
さ
れ
る
如
し
o

環
境
に
依
る
一解
の
相
速
は
自
然
産
の
も
の
は
池
中
・

面
育
の
も
の一に

比
し
著
し
く

c
i
r・
（--uu

が
明
瞭
で
あ
り

、殊
に

一一一一-月
排
'水
河
川
で
探

集
し
た
木
時
一
館
一
の
餘
は

C
i

r
c
uu
が
明
瞭
に
形
成
さ
れ
て

居
た

。
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昭
和
八
年

:

m一一n:
?
'
の
鱗
の
研
究

、
北

聽
・'
距
千

一一器
一一l im一一一一一一化場
試
験
報
一ル
ー
' :

一一一一一一'冊
。
（一一和十
九
:a
'
二
月
十

八

、日投
a
）

曽

l
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華
中
水
確
'一深
式
合
．a
-一が
南
京
の
玄
武
湖
に

於
て
淡
水
魚
族
の
一一一一一一殖
一

事
業
を
資
施
す
る
か
ら
來
な
い
か
と
言
う
事
で

、
私
が
中
華
一一一一一一一一一一に

行
つ
た
の
は
昭
和
十
四
年
一一一～ :
五
月
の
事
で
あ
っ
た

。

共
れ
か
ら
一Se一一一一一一後
、
昭
和
二
十

一
年
の
在
に

上
海
を
引
揚
げ
る
ま

で
約
七
ヶ
年
間
華
中
水
確
'

株
式
，一一一一社
員
と
し
て

養
一一一一場・
、
冷
凍
工
場

象
用-

場
等
の
現
場
に

動
務
し
て
居
た
の
で
あ
る
が

、 :

=---
の

-=-
私
は
中

支
那
の

:

淡
水
一 :

m
類
に

就
い
て
非
常
に

興
味
を
持
つ
て

一 :

-一:'・一 :

J

の
で
色
々

と
見
も

．一．し
調
ぺ
も
し
た
o

揚
子
江
流
域
に
・一一一一一'
す
る
離
館

，
lh一族
は

、
只

一
種

（後
に

楊
げ

一一一一～-一～一一

魚

）
を

一電す
る
の
み
で

、
從
つ
て
本

:

満

と
の
開
係
が
薄
い
様
に
一…
程

れ
る
が

、
何
か
の
參
考
に

な
れ
ば
と
言
う
意
味
で
数
に
特
異
の
數
一
極

と
重
要
食
用
e
'
類
と
を
紹
介
す

る
事
と
し
た
o

私
が
折
角
調
ぺ
た
一a一一一 :

料
'

は
引
楊
る
時
持
參
を
許
さ
れ
な
い
の
で

、

手
許
に

な
い
た
め
不
俯
或
は
誤
程
の
點
も
多
い
一1J

L

-

J

・・・
E
心

は
る
・・・・一
が

其
の
點
は
御
叱
一理一一を
願
う
と

と
と
す
る

。

中
華
民
國
は
江

、河
、ク
リ
ー

ク

、湖
、
州
等
が
多
く
あ
っ
．て

、

夫
の
水

量
は
…

一一一一一一0一一一i船
一
と
納
さ
れ
て

居
る
の
で
あ
る
か
ら

、
夫
の
水

域
に
接
む
淡
水
魚
の
種
類
及
数
量
は
之
れ
又
一器
一し
い
数
に

上
-:-
、一1
J

れ
が
中
网

（中
華
民
一网
の
略

）
の
重
-

（な
食
細
-lt
'

源
と
な
っ
て

居
り

米

、努
等
と
:

-

，
--
に
中
网
民
衆
と
は
切
つ
て
も
切
り
離
す
一1
J

と
が
出
來

な
い
一一一1-・一一''
な
總
一濟
…

間

題
と
も
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る

。

一

m・
界
中
で

一
番
極
期
も
市
一'
制

も
多
く

、
し
か
も
的

體
の
大
型
な
淡

水
修
、，期
が
'-
:

，
-

:

る
の
は
-llf
と
言
つ
て
も
ァ
ジ
ァ

大
陸

、
主
と
し
て
中
一
M
-一一

の
河
水
に

一
番
多
い
の
で
あ
1

る
が

、
こ
れ
は
a
…

一知
の
生
、活;
條
作
が
適

し
て

M
る
、（一
と

一一一一中
水
が

一一一・ :M番
な
-a
め
で
あ
る

。
北
文
那
は
中
网
の

一一l JM一一'地
帶
と
言
は
れ
て
い
る

が

、そ
れ
さ

一一
も
=
本
の
一一一一一一一:'の
水
流

の

（，布
を
有
し
て
い
る

。
ま
し
て
長
江

（楊

「'江
）
流
域
で
あ
る
中

1

・

一'一一那
'

は

一
番
多
く
江

、
河

、
ク

リ
ー
ク

、
湖

、
'一…が
綱
の
=
の
様
に

つ
な
が
つ
て
:

M-
る

。
南
支
那
に

行
く
と
中

，ス
那
よ
り
は
一一一少く
存
す

る
が
水
流
の
分
布
は
縦
横
に
M
期

線
し
て
J--
る

。
相
言
す
れ
ば
一一一一一…1-一
よ

り
北
東
ま
で
ク
リ
ー
ク

を
:

使

一つ
て
・:
:一一行す
る
一1
J

と
が
出
本
る
ほ
ど
水

系
が
發
達
し
て
E一る。

此
の
水
が
多
い
一一J
と

、
氣
使
が
淡
水

魚
の
禁
城
に
適
し
て

い
る
一1J

と

、水
の
性
質
が
a
…

の
成
育
に

適
し
解
と
な
る
徴
生
物
及
一一M一小
動
物

が
非
常
に
多
く
一
繁
殖
一
し
て
一一 :

-一一，る
一c
と

。又
川
底
が

一 :

一一一の好
む
所
有
性

質
が
集
つ
て
る
等
・一一の
各
般
の

:

t
0
一一一一一:が
結
集
し
て

世
界
般
大
の
淡
水

- l7 -
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生
物
殊
に

魚
類
の
一
繁
殖
を
來
し
た
認
で
あ
る

。特
に
中
国
で
魚
の
密

集
し
て
居
る
と
-
で
は
長
江
の
流
域
で
あ
る
o

中
国
の
魚
類
の
-
f

量
は
ど
れ
ほ
ど
か
は
統
計
が
な
い
か
ら
判
然
と

し
な
い
が

、恐
ら
く
淡
水
魚
と
海
産
魚
類
と
合
す
れ
ば
世
界
三
大
漁

場
の

一っ
と
言
は
れ
た
書
て
の
日
本
の
内
陸
水
面

、・
沿
岸
及
速
一n- :

-

一一一一

業
で
補
つ
た
漁
獲
高
を
合
し
て
も
間
題
に

な
ら
一9
程

一一一一額
に

達
す
る

も
の
．と
思
ふ

。

中
國
全
體
の
焦
の
種
類
は
ど
れ
だ
け

あ
る
か
と
言
う
と

、
此
れ
又

十

分
に
研
究
さ
れ
て
居
な
い
の
で
判
明
し
な
い
が

、一一一一一に
角
判
明
し

た
も
の
で
も
大
體
四
百
餘
-llf
類
と
言
は
れ
て
居
る

。
又
=-
”、の
内
揚
子

江
だ
け
で
二
百
八

、九
十
流
．期
-ll:
記
鐵
さ
れ
て

居
る
が

、
元
の
日
・a

に
於
て
棒
太
か
ら
一一a
按
一、一一r●
で
の
全
範
国
の
淡
水
魚
類
の
百

二

、
三
・一

種
類
か
ら
比
べ
る
と
問
題
で
は
な
い

。

、

魚
體
の
大
さ
に

限
度
は
あ
る

が

、
鯉
で
は
六

、
七
尺
に
達
す
る
も

の
も
普
通
に
見
ら
れ

、
象
魚

（日
本
名
へ
ラ

チ
ョ
ウ

ザ
メ

）．
で
は
長

江
特
有
の
も
の
で
此
れ
な
ど
は
私
が
見
た
も
の
で
も
十
二

、
三
尺
は

あ
つ
た

。一一一〈-an
（ナ
マ

ズ

）
な
ど
も
八
尺
ぐ
ら
い
の
も
の
も
そ
う
珍

ら
し
い
も
の
で
は
な
い
o

前
述
の
如
く
中
國
で
は
米

、
麥
等
の
主
食
に
次
い
で
魚
類
は
重
要

一一 :

-
-

0一編
資
源
で
あ
-l
'、民
衆
と
使

切
つ
て
も
切
れ
な
い
も
の
で
あ
る

が

、
海
産
魚
は
餘
1-

）民
衆
に
は
親
し
み
は
な
く

、
海
岸
地
帶
の
人
々

の
み
資
味
さ
れ
て
居
る

。

中
支
那
で
は
上
海

、算
波
附
近
と
言
う
機
な
海
に
画
し
た
」n
で
-t

海
産
魚
類
を
一一一 :一味
す
る
が

、蘇
州

、
無
錫

、
南
:
1一一と
言
う
様
な
奧
地

に
通
入
る
と
設
与
海

一-，，e
類
よ
りnK

水
的
、の
方
が
高
使
で
あ
る
に
も

か
・・・・
わ
ら
ず

、
よ
り
多
く

一M決
・

さ
れ
る
の
で
あ
る

。

此
れ
は
極
々
理
-l-
が
あ
る
だ
ろ
う
が

、
私
は
海

一一一一一a類
が
量
し一輪

一' l一一の
開
係
〔-
中
一一一一一一一一一一a一一一一に
酬
業
ま
れ
な
い
無
め
で
あ
ろ
う

と
思
う
o

し
か
し
中
一関
人
で
は
一一一一験
一一一一は
海
産
，9
は
不
味
と
は
言
は
な
い

。
寧

ろ
美
味
で
あ
る
と
さ
へ
言
う

て
居
る

。
其
の

一
例
と
し
て
私
が
南
一'泉

の
・一一一一一・一一一一，一場
に

居
た
時
の
事
で

、
時
の
政
府
の
要
人
に

正
月
の
9一物

に

青
fh
-

（'
．
-

-
-一科
の
も
の
で
．

理
と
醐
と
の
ァ
イ
ノ

コ
の
様
な
一一m一で
、'

日

本
に
も
内
地
で
は
移
:

相一さ
れ
て
現
・一一一一一一一一一一一一 :

…一
さ

れ
て

居
る

。
此
の
一 :S一は

中
闘
で

は
正
月
の
購一物一:-
一一一一用
さ
れ
特
に
:
-
-
-一一一・一那
で
は
青
e
'
が
無
く

て
は
年
が
越
サJ

な
い
と
-

一一で
言
わ
れ
て
后:
る

。
即
ち
'f
':

等
〇

館
の
新

一a一一の
如
き
も
の
'
-

:
J

あ
る

）
を
解

一 :ろ
う

と
思
つ
た
が

、
偶
々

上
海
か
ら

区
田
が
入
荷
し
た
の
で

、ど
ち
ら
の
・一一が真
い
か
間
合
せ
て
見
・一一～-一m

民
明
が
美
味
だ
か
ら
そ
れ
を
實
ら
を
う
と
言
わ
．

れ
た

。
そ
ん
な
譯
で

决
し
て
味
5
-
-一．が
合
は
な
ぃ
．神

で
は
な
く

、
酬
染
が
薄
い
と
言
う
の
が

原
因
と
認
め
ら
れ
る

。

以
下
・一一一一一一一川
読
に

就
い
て
:

述

ぺ
る
o

虎
魚

H
uch
o

一一一seke
ri

K
i

m
ura-

又
の
名
を
猫
一a-一一
と
も
言
う

て
居
る
o

大
き
さ
'

一
尺
ア
ュ

に
類
似
の
も
の
で

あ
つ
て

、四
川
省
19
江
の
上

流
の
山
間
の
溪
流
に
一一一一一一一一「る
。中

'

国
本
土
に

て
は
能
科
と
し
て
は
河

;lt
V
-
東
省

、
商
建
省
の

一
部
に
ァ
ュ

を
産
す
る
も
他
に
例
が
な - l8 -

．S
。此
の
種
は
西
部
支
那
大
陸
産
と
し
て
は
初
め
て
の
も
の
で

、．古

來
一a
-一文
に
名
の
高
い
一西
:
・一一一一一魚
或
一一一一一最魚
は
此
れ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

居
る
が
判
然
と
し
な
い

。

此
の
魚
は
元
東
大
教
投
故
岸
上
一震
吉
理
a一・
博
士
が
六
十
二
才
の
老

-E
を
提
lf
て
昭
和
四
年

、通
・一一四
川
省
の
奥
ま
で

淡
水
魚
類
の
研
究

調
査
に
赴
か
れ
た
時

、
成
都
上
流
l9
江
沸
照
附
近
で
發
見
し
た
も
の

で
あ
る
o

岸
上
博
士
は

、
此
の
出
一一魚
を
發
見
さ
れ
た
翌
日

（十
一
月
二
十
二

日

）成
都
で
逝
去
さ
れ
た
の
で

あ
る

。
此
の
記
念
す
べ
を
虎
魚
の
標

本
は
成
都
の
協
西
大
學
に
保
存
さ
れ
て
居
る
と
言
う
～::
と
で
あ
る
o

二

、
象
，一一一一P

ve
P h
u
rus
l l

-G
la

（
-
i
-
1

s

（ma
rte

一一s）

-
の
名
．一一一一一M
t

9n

、
白
-a-
、館
（古
名

）
と
言
い
日
本
名
を

「へ
ラ

チ
ョ
ウ
ザ

メ

」と
言
う
て
居
る
e

'

大
き
さ
六
尺
以
上
に

達
し
吻
が
ヘ
ラ

状
を
な
し
て
い
て

、
全
體
長

の
三
分
の

一
が
吻
の
長
さ
で
限
が
極
め
で
小
さ
く

、
無
一解
で
灰
自
色

の
日
筒
般
の
軟
骨
魚
で
あ
る

。
吻
が
長
く
限
が
小
さ
い
の
で
象
魚
と

の
名
が
附
い
た
の
で
あ
ろ
う

。
揚
子
江
の
一
部
の
一
局
部
の
み
に
接

息
す
る
殘
存
型
の
魚
で

、此
れ
に
似
て
居
る
種
族
は
北
米
の
ミ

シ
シ

ツ
ピ
1
河
に
接
息
し
て
居
る
ス
プ
ー
ン

ピ
ル

・
ス
タ
ー

ヂ
ォ
ン

が
此

れ
で
あ
る

。

一
昭
和
十
四
年
九
月
に
私
が
南
京
の
魚
市
場
に
概
つ
た
も
の
二
尾
を

見
た
が

、
一
尾
は
十
二

、
三
尺
位
い
で
外
の
・

一
尾

--
:
尺
餘
の
も
の

で
あ
つ
た

。

食
用
に
供
さ
れ
る
と
言
は
れ
て
居
る
が

、．
私
は
機
合
が
な
く
て
未

だ
食
ぺ
た
事
が
無
い

。
其
の
産
額
は
清
次
減
少
し
て
居
る

。．

三

、
資
a-
魚

A
c
iP e

一一se isin
en

要
G
r
ay

又
の
名
・一一一一一者
開

，
、
黄
8
、
館
魚
と
言
い
'

、
日
本
名
を

「シ
ナ

チ
ョ

ザ

メ

」と
言
う

て
い
る

。
日
・

本
に
産
す
る

「チ
ョ
ウ
ザ

メ

」と
は
少

し
く
異
つ
て
い
る
o

'

大
き
-

は
ハ
ー一 :

-一以
上
に
速
-
食
用
に

供
さ
れ

、楊
子
江
の
上
中
下

流
に

多
く

一一'一．-1:一一一一-':
通
．に

は
三
尺
前
後
の
も
の
が
多
い

。
肉
は
美
味
で

私
は
上
-m
化
:-T-
場
に

場
つ
た
も
の
を
ス
キ
ャ
キ

と
味
晴
潰
に

し
て
食

べ
た
が
非
常
に

1-l-
肪
が
有
つ
て
美
味
で
あ
っ
た

。
し
か
し
・一一一一一一一那
料
理

に

し
て
は
食
べ
た
J
が
無
い

。様
製
品
が
有
名
で
珍
味
で
あ
る

。
分

布
は
厦
-:

」以北
の
中
関
の
沿
…一一一 :
、楊
子
-
:一流
域

、
朝
解

等
で
あ
る

。

四

、9
i

和

一H
n
sa
rce
v
s
ii

，
-

R
i
c
h
a
r（
k
（・一一）

又
の
名
を
器
魚

、
三

:

8一魚
（
廣
東

）一前一一m-
（寧
波

）
と
言
い
中
関

に

居
る
日
本
入
は

「ジ
ギ
ョ

」と
稱
し
て
い
る

。
此
の
一一一一、は
大
き
さ

四
尺
位
い
に

進
し
職
科
の
も
の
で

、
海
か
ら
・一一一 :

一
卵
・

の
爲
め
大
河
に
遡

上
す
る

。
共
の
．洲
游
は
四
月
頃
よ
り
始
ま
り

、
南
方
か
ら
商
次
北
上

す
る

。一一一 ::'
月

、
六
月
揚
子
江
に
現
れ
る

。
此
の
通
り
限
ら
れ
た
る
時

期
の
み

現
れ
る
と
言
う
の
で
第
a一の
名
が
出
來
た
の
で
あ
ろ
-
r
-

・

と
言

は
れ
て
い
る

。

揚
子
注
に
於
て
は
鉱
江
附
近
に
て

獲
れ
た
も
の
が
最
性
品
と
さ
れ

南
京

、
江
陰

、一無
湖
の
も
の
が
此
れ
に
次
・
ぐ
'と
言
は
れ
て
い
る

。
非

常
に

美
味
で
又
珍
一一m一．な
も
の
と
さ
れ
て
い
る

。
上
海
は
勿
論
南
京

、

- l 9 -



l-
江
と
言
う
様
な
産
地
に
於
て
す
ら
定
-l

'-
の
は
他
の
魚
a
よ
il
）t

t一等
高
價
で
あ
る

。
料
理
は
蒸
物
に
し
て
食
べ
る
と
非
常
に

美
味
で

一a
-

-
●一の
家
庭
料
理
と
し
て
は

、
素
し
た
物
に
酢
書
油
に

生
一
●
を
添
へ
'

て
強
べ
る
と
類
ツ

べ
た
が
落
ち
そ
う
で
あ
る

。

此
の
魚
は
一
解

の
中
の
ァ
マ

皮
が
美
味
で
あ
る
の
で

。
蘇
東
坡
の
詩

の
惜
一解
魚
と
言
う

の
が
此
れ
で

あ
る

。
故
に
此
の
一一9一だ
け

は
一
解

を
取

ら
・

ず
に
料
理
・

f
る
の
で
あ
る

。
五
月
国

一に
な
る
と
上
海
の
街
の
各
料

理
屋
の
前
に
は
9;
魚
上
市
と
赤
い
紙
に
書
い
た
廣
告
が
店
頭
に
貼
り

出
さ
れ
る
と

、
美
味
求
更
の
市
民
は
競
-

て
料
理
用
に
行
く

。又
表

人
に

合

^一ば
n一魚
を
喰
ぺ
た
か
と
話
柄
と
す
る
程
で

あ
る

。-n一角
上

市
と
は
9;
魚
料
理
が
出
來
る

，'〈
言
う

事
で
あ
る

。此
の
-

f e

、は
非
常
に

珍
重
さ
れ
る
一一9一で
、 :

-一品
一，m一一の
走
-l

）は一一一一一帝
に

献
上
し
て

皇
帝
が
喰

べ
た
後
で
な
け
れ
ば
人
民
が
喰
べ
る
事
が
出
來
な
か
っ
た
と
言
う
程

の
例
令
が
--
っ
て
い
る
位
で
あ
る
o

．

餘
談
で
は
あ
る
が
私
が
中
国
に
行
つ
た
常
初

、
--l-
情
が
判
ら
な
い

の
で
失
策
を
し
た
事
が
あ
る

。
我
-

の
如
き
魚
屋
は
此
れ
で

一
備
け

t:
し
よ
う

と
言
う
の
で
冷
凍
に

し
て
貯
機
し
た

。中
一
國
人
は
此
の
位

珍
重
が
る
の
で
あ
る
か
ら

、
時
期
外
れ
に

市
場
に

出
せ
ば
大
い
に

備

か
る
と
思
つ
た

。
ど
っ
一1J

い
そ
う

は
間
屋
が
卸
さ
-
、
時
期
は
・
f
れ

も
の
は
さ
つ
ば
り
書
ば
な
い
の
で
見
込
違
の
営
外
れ
を
や

つ
た
の
で

●

0一る
。
此
れ
は
中
國
人
が
封
建
的
で
あ
り

、
保
守
的
で
あ
る
と
言
う

事
の

一
つ
の
例
で
も
あ
る

。
此
れ
と
同
じ
標
な
事
が
も
う

一
つ
あ
る

lf
量
前
に
:
l一 :一に一一道
-
〇

上
海
事
防
所
，
-

l一J
、中
一ロ
に

理
蔵
-
の
販
路
-

開
拓
す
べ
く
大
い
に

宜
:

9
し
た
處

、・0t

1
::

-一中
國
人
の
一購
:

好
に

的
し
好

fF

を
博
し
ど
ん

く
・英
れ
た

。 :-
:
:一一一の
後
姚
の
漁
獲
が
械
つ
た
の

一・一 :

農
'

の
か
わ
り
に
妹
も
動
も
同
じ
様
な
も
の
だ
か
ら

、-

fn

崩
も
好
評
を
得

る
だ
ろ
う
と
言
う
の
で
，、f買

り
出
し
た
處
さ
つ
ば
り
一一一n一れ
な
い
o

此
--

は
中
国
人
が
封
建
的
と
言
う
か

、保
守
的
と
言
う
か

、
新
し
い
9
の

に
は
飛
付
か
な
ぃ

。し
か
し
飛
付
い
た
一一・n'
離
れ
な
い
性
質
が
あ

一0。

:一一 :一一、の
後
筋
も

:

．

一一一れ
る
様
に

な
っ
た
が

、:一 :

-一一'の
影
響
を
受
け
て

大
羽
の

も
の
を
好
ん
で
居
た

。館
a一の
分
布
は
中
国
全
:一一一一一一 :及
楊

」「江中
下

流

、
域
塘
江

、
珠
江
等
・一，河の
f
'
流
等
で

あ
る

。

五

、
額
魚

S
h
-

Pe
r
一r
， a
c一一uats

i

（Basn
eW
sk
y

）

又
の
名
を
性
魚

、
石
:

-
-
-
・

…一一一
、一一 :化
紙一一一一、一…一 :-一一一一とも
言
い

、
日
-一一'名

を
r
ケ
ッ
ギ
ョ

・
ケ

イ
'-一k
，一一一
」と
言
う
て
い
る

。
日
本
に
・

は
按
息
し

な
い
種
類
で
あ
る

「カ
ヮ
メ

パ
ル

」に
類
す
る
魚
で

、
大
き
さ

二
尺

五
寸
に
達
し
体
の
上
部
は
線
構
一買
総
色
で
下
部
は
淡
色
で
あ
る

。
体

に
黑
糊
色
の
・

班

點
が
あ
り

、吻
よ
り

背
部
に

か
け
て
m一識
色
の
條
故

が
あ
る

。
側
線
上
の
數
は

一
三
九
枚
で
:一=一一、の
上
部
は
二
六
枚

、下
部

は
五
〇
枚
で
あ
る

。
江

、
河

、一湖
、
沼
の
流
水
中
に
按
息
-
塘
池
中

に
は
稀
で
あ
る

。
水
中
の
下
居
又
は
日
一一一一一一一一・一一一一一み
日
常
は
岸
の
穴
の

中
に
入
つ
て
静
止
し
て

居
る

。一0
実
或
は
夜
間
に

小
魚

:

-
:

J
'

の
他
小
・

動

物
を
捕
食
す
る

。
年
中
捕
獲
さ
れ
揚
子
江
の
中
，下
流
に
多
い
が

、
上

流
に
は
少
な
い

。
肉
は
し
ま
っ
て
い
て
小
骨
が
少
く
非
常
に

美
味
で

本
営
に
川
魚
の
王
者
で
あ
る

。
中
一-
で
古
來
か
ら
美
味
と
さ
れ
珍
重

が
ら
れ
る
一魚
に

-
魚
と
解
一一9一と
が

一0る
。清
朝
で
は
要
合
に
は
必
'一一， - 20 -

a
-

一一aを
出
し
た
と
言
は

・-て
い
る

「-f
花
流
水
-
-●
一an
」と
は
前
者

の
一
，J一
と
-:
言
う
た
-
0
で
〇
つ
で

、事
の

一f-
E

は
・
-
つ
た
く
美
味
で

〇
る

。料
理
方
法
は
色
一◆一一一0
る
が

一一一0一美
味
な
の
は
野
溜
紅
-f

（日

本
で
'

は
よ
く
-E
を
使
用
す
る
料
理
で

、一尾
の
ま
・・一一一油
で
揚
げ
て
甘

酢
の
あ
ん
か
け
に

し
た
も
の

）で
あ
る

。0
一一一一・一一一一一で
は

:

此

の
魚
の
料
理

が
出
る
と
-

一ne

附
き
と
な
つ
て

、他
に
私
用
の
あ
る
も
の
は
退
席
し
て

も
…-…
客
に
對
し
て
失
-ila
に
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
o

そ
の
位
い
・
要

合
の
献
立
中
の
花
形
で
あ
る

。先
づ
中
国
料
理
で
は
額
魚
の

一
尾
の

ま
-

の
も
の
と
鴨
の
丸

・-l-の
も
の
が
出
る
料
理
は

:ll-
上
級
の
料
理
で

あ
る
o

上
海
で
米
国
入

は

「マ
ン

ダ
リ
ン

フ

イ
ツ
シ
r一

」と
構
し

，

西

一一一一 :::
料
理
に

は
必
一-;-
残
．一一のフ
ラ

イ

を
出
す

。
日
本
人
は
長
一

u
l9

と

稱
し
て
賞
味
し
人
に
依
つ
て

は

「タ
イ

」や
「一一
へ

」の
剌
身
よ
り

も
美
味
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

。9
国
'

の
淡
水
一個一一・一は
寄
生
一一一--が
多
く
て

生
食
す
る
と
之
れ
に
胃
さ
れ
る
の
で
中

一一一大は
生
食
し
な
い
o

生
で

思
い
だ
し
た
が
生
水
も
一始
一
ん
ど
一一W一まな
い

。
水
:
-

一一 :

-一が
感
い
か
ら
だ

。

一
番
良
い
水
質
は
揚
子
江
の
表
面
の
水
だ
と
同
仁
・一一一一:
の
防
疫
班
の
人

が
言
う
て
い
た

。
南

一‘原
の
街
の
中
に

は
處
々
井
戸
が
ぁ
る
が

、
や

は

り
防
疫
一a-
・

の
調
在一
に

依

一0
、
・一，一一始
一

ん
ど
大
腸
菌
が
一人
つ
て
居
る
と
の
，a一一

で
あ
る

。
で
あ
る
か
ら

一?一一力
や

車
天
と
言
え
ど
も
生
水
を
飲
ま
な
い

必
・

f-一一i一茶
・一一一 :-一 :

-一一一一む
。
街
の
通
り
に

は
大
き
な
額
一一一一照
と
湯
一一一行
を
持
つ
て

勞
働
者
相
手
の
お
茶

一E賀
り
が
必
・
ず

居
る

。送
い
横
適
に
そ
れ
た
が
水

も
魚
も
生
で

は
一始

:

ん
ど
飲
み
も
し
な
け
れ
ば
喰

べ
も
し
な
い
o
-
一一一一一一一 ::

は
科
的
a・
に
基
礎
を
置
い
た
-
の
で
は
な
，

-・、一・
、
永
年
の
總
験
に
依
る

-
-a
の
防
行
に

使
る
-
0
で
〇
-
0

b
る
◆
・

中

ロ
に
は
身
体
に

・-が
業
p

英
0
清
が
移
動
す
る
奇
病
が
あ
つ
て

、英
の
対
が
一-:
〇
末

-
器

一

す
れ

・f清
る
と
言
う
0
で
あ
る
o

私
の
友
人
-
此
の
膚
集
に
-
さ

・-

て
困
つ
て
い
た

。此
の
病
氣
の
原
因
は
一
般
的
に

-・・無
の
生
-:
な
7

る
と
か
か
る
と
言
は
れ
て
い
る

。'
此
の
魚
に
開
聯
す
る
事
柄
-
書
け

ば
色
・々

に

あ
る
が

、
-lE
'に

角
純
棒
の
川
魚
と
し
て
は
属
魚
は
一-
着
で

あ
る

。'
分
布
は
楊
子
江
流
一一一一一'ょil
）商
文
那
-l9
鮮
等
に

産
す

る

。

六

、
刀
一M一
-f
'、
C
（一iu

:
-

c
（・t
e
n
s
s

-
（-rd

a

一一a
S
c
ale

又
の
名
を
一M一一一一、
・

用

一一 :-
，-
、
、
始
魚
と
も
言
う

て
い
る

。
1l-
本
で
は

此
の
一一一一に一m
め
て
一一一似の
も
の
が
有
明
．-af
に
庫
'

す

る

。即
ち

「一一ッ
」

（C

．

l
N

:a
一一一fs
r一一一」一一，S
，一
で
あ
る
o

日
本
名
を

「チ
ョ
ウ
セ

ン

一一ツ
」

と
納
す
る

。
大
き
さ

一 :
-

、に
送
し
体
は
側
一一一して
英
の
尾
部
が
刀
0

如
く
に
な
っ
て
居
る
の
‘で
一=一=:'一の
名
が
あ
る

。
全
身
-l-
銀
自
色
で
背
◆-

は
十
較
低
、
J-
賄
は
一自
-一
，前
:

使
軟
條
で
あ
つ
て

、特
異
な
と

と
は
9
・

◆f
の
上
部
の
收
條
が
延
長

し
て
脚
的
絲
を
成
し
て
居
る

。此
の
a

lf

は
元
來
海
座
の
も
の
で
あ
る
が

、
淡
水
に

も
産
し
揚
子
、一'-一一
、洞
底
湖

沙
市
に

'
、
・
:

測一推
さ
れ
る

。・ ::
-

開
沿
…
'
-

，で
許
通
に

捕
獲
さ

れ
る
の
は
此

の
一'M
で
あ
る

。
-
'

月
よ
り

一ハ
月
に
席
'

期-
の
爲
め
…用
f

明
島
附
近
に
辞
集

す
る

。・一一一一'額
械
め
て
多

く
聽
乾
品
と
な
し
又
油
で
炒
げ
た
・一一-一の
-
t

詰
に

し
て
居
る

。
的

一の
一一一一一一とし
て
は
有
名
な
も
の
で
〇
る
o

中
一
-

人
の
家
座
料
理
と
し
て
は
一M-
一一に演
け
た
も
の
を
油
妙
め
す
る
と

"

常
に

美
味
で
あ
る

。
分
布
は
朝
一一一 i-南
沿
岸
よ
り
新
江
省
以
上
の
清
構

及
河
の
中
下
流
等
に
確
す
る

。

'
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株
の

暗
影
を
技
ず
る
に
一-●
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
o
:a一に
於
い

て
斯
業
の

公

一一一的

性
--l-
に
一a
-

-

、之
を
宮
-一 :
に

移
管
続
合
す
る
を
可
と
す
る
の

気
運
が
一-
成
せ

ら

れ
-
し
て

、一-t
-一一一一
， :

和

九
年

三
十

八
一日
所

、
昭
和
十

一
年
に
九
一国
所
の

9
a
最

化
場
を

一開
に

移
-
:一す
る
こ

．．，．-・・
'
な
り

、1---
設
の

，i-
管
解
化
基
--i-

一一… :せ
北
:
-

一-9
道

:

na

:f
部
化
場
な
る

演
構

一一一
下
に

統

一
せ

ら
れ
た

‘
0

で
あ

り
ま
す
o

而
し
て
本
響
を

千

一M一解
化
場
1
:

l-lf
き

、英
の

識
一B
本
部
と
し
一7「ので
あ
り
ま
-
た

が

、
千
一一一一一一ni一一

化
場

'一地
n
の

-a
一-
上
地
一

方
の

支
場
・ :

i
一業
場
～
J

の

連
結
並
に

-li
E
-
:
-一他
ilf
・一l-:病

と
一一一
連
紛
上
に

も
不
使
で
あ
り

、
所
期
の
:

=一的
を
進
成
す
る

一 :t・
油
に

因
難
で
あ

っ

，一一の
で

、u
和
十

一
f
†

二
n
二
十

一
=
本
場
を
:一M
中
'

，島
新
一E
合
に

移
轉

し
・:

a
十
二
年

六
:
:
:一に
移
H
を
完
了
致
し
ま
し
た
次
第
で

、
今
回
十
用
一一平

を

一理

う

る

に
至
つ
た

の

で
あ

り
ま
ず
o

一面

し
て

北
海
道
能
算
孵
化
場
の

名
稱
を
現
在
の

北
海
造
本
一一一一一一一一化
場
と
改
稱

す
る

に
'義
一
っ
た

所
-m
一一一も
の

は

の
． :a一合
に

よ
り
一一一一-i-
ょ
リ

地
方
-
-一に
移

一一 ::lfe
ら
れ

、
同
時
に

'使
來
施
行
し
?
-

一一--

i
解
化
'-;

一一・一一一一一
外
に

新
一一、一一一一人
工
解
化
'． l:'
業

、淡
水

增
抽

，一那
業
等
を
加
/

-
n一施

す
る

に
一一n
っ
た

も
の

で

、
現
在
に
於
て

は
更
に
-llf
、一8一、
公
魚
--u
の

解
化
率
業

を
も
-aa
へ
て
真
の

規
練
を
益
々
城
大
量
化
せ
う

れ
っ

、あり
ま
す

が

、終
a一
に

よ
り
;・提
、
日
後
-i
島
に
於
）け
る

能
-ll-
の

一
大
資
源
地
と

、資
源
の
培

養
場
と

を
失
い

従
來
営
-l-
に

於
い
て
-一施
せ
る
一能
一
四
使
八

千
万
粒

、
:f
一
--
五
千
万
技

の
約
三
分
の

一
の
最

一化
一一一一一源
を
組
少
す
る

に
重

つ
た
の

で
あ
り
ま
す
が

、
本
-
-
一一-t

◆-
●
資
源
の
離
持
a一一通
上

一大
痛
手
と
い
は
ざ
'

る
を
得
な
ぃ
の
で

あ

り
ま
す

。

n
い

一，一--し
て
之
一-
の

-ll-
少
分
を
本
一1・内
来
利
用

河
川
の

活
用

並
に

既
設
解
化

場

の
●一一備
a・備-f
売
等
に

力
を
--
し
一0一連
に

提
回
す
る

，）要
を
-a
:

0
・1一の
で

、現
在
の

地
方
◆
を
以
つ
て
は
本
事
一業
の
特

一一一上
事
業
の

完
變
'

を
期
し
一-
く

、日
量
-
以

っ
て
資

:

-

-

し
其
の

-M
l

-
の

安
0
-一と
-a
果
の

確
保
を
期
す
ぺ

，．、・9
-

:

0
た
一E
果

、◆-

- 24 -・

本
日

:

”一一に
一一一一一要通
本
意
解
化
場
a
-

●
十

E
年

1lll
-
i一配真
・一一要
fr
せ
ら
る
・・
'に

fi--
、a
国
を
---
ぶ
る

f・を得
ま
し
:-
J

と
は

、i
-il-
の
最
も
光
集
と
し
且

一一一

欣
び
と
す
る

--
で
あ
り
ま
す

。

tll-
う

に

本

道
に

於
け
る
水
a
-一一i

-一化
事
業
は

、
明
一一一十一-
に

fi0
設
せ
ら
れ
-ll:
ii

:jf
の
人

一'-n一化
一…一一L
一業
を
以
つ
て
嘴
矢
と
し

、
-・來
七
十

有
餘

一-
間
英
の

技
一一-

の

向
上
に

、一一一一一の
細
一
-一一の
改
一一一一 :に
不
一f
の

研
號
一a一力
一一一一一 :

a一わ-
し
・

て
今
=
の

-a
況

を
示
す
に
重

つ
た
の

で
あ

り
ま
す
が

、
最
近
解
化

:

技
一a一の1準
…

一一一一一一．-一従
來
．--i
-l-
と

さ
．一ル，
た

-f
、
集

、一B
、
照
一一8・
の
一一一一水
魚
額
の

人

工
解
化
事
識
を
も
費
施
す
る
に

--
り
ま
し
た
こ

と
は

淘
に

一一-…n一に
値
す

る

-S
で
あ

り
ま
し
て

、
分
一が
E
・

水

一一一一一一一・-i

--
更
上
特

一a…一す
べ
き
こ
、・
，．

-

-
:

-
-一中
さ
ね
ば
な
1l-
ま
せ
ん
o

然
し
な
が

，-一一-・-fっ
て
本
一通-
の

水
一一-一一一化一一a一毅
が
今

:

=-
世
界
に

一一，-り
得
る

成
果

を
收
む
る

に
室
つ
た
'

----
の

要
四
は

、
展
代

一一一 :
:

-
、
--
開

一資:
E

事
着
の

緊
-ll-
な
る

協
力

と
-a
多
の

構
性
を
-
は
れ
た
出
で
あ

り
ま
し
て

、
英
の

頭
著
な
る

功
積
に

対
し

て
は
表
心
よ
り
一m一謝
と
章
被
の

念
を
難
く
る

-
の

で
ぁ
り
ま
す

。

，

今
P
我
が
国
は
一
修

a
に

よ
り
要
失
し
た
一n一大
な
る

水
成
--l-
源
の

fa・-l-な
企
-

す
る
0一一め朝
野
を
a
l

・

げ

て
蓄
心
を
し
て
居
る

の
で

あ
り
・

ま
す
が

、
之
が

一一 :一一は
・-と
中
し
て
-
本

一一--に・於
け
る
．
-

E

-
其
の
:

n
-

1
一一一一-
-●
0

人
H一一一一化;化事
●
-
●
・

期
的
に
--
大
-・化
し
て

、之
が
費
通
の
培
・一a一を
I
る

-l--
外
一allt
0
な

、，
'
-
-一・-
‘は
◆

t
を
要
-
h
-・で
あ
る

と
-l-
に

、之
f
-

◆一-は
一a :-
0
一一-

一一一-・一
，

-

-
i

-l
'n

n

〇

事
a
で
あ
る

と
信
す
る

-
の
で
あ
り
-
す
o

か

、-
時
f
に

9
り
．

、
本

---
本
jlf
第
化
事
一
業

n
f
'

の

-◆
本
山
--

・申
r・ぺ
◆

本
水
一確
解

一化
場
が
效
に

移
a
十

開
一
年

記
念
式
典
を
率
げ

ら
れ
-
し
た
こ

--
は

、

l

河
に
-M
-
:一に
適
し
た
施
設
で
あ
り

、
意
一a
一
入
一一一一一い
も
の

が
あ

り
と

一a一一一一一らa

真
心
よ
り
御

9
い
中
上
く
る

も
の

で
あ

り
ま
す

。

一a-
く
は

-a
係
各
位
に

は

一
段
a一一一…を
新
に
し
て

、
更
に
研
一
最

一0一力
を

H
し
-t

來

一一一，一一・一一一 :a一を
違
一一:一ら
れ
以
つ
て
傅
機
あ
る
本
這
水
一施

一一一一化事
一来
の

一--
-
的

:t

大
使
命
の
一
建
成
に

遭
進
せ
ら
れ

、一一一一M-一a
:

n一の
大
業
に
御
一一9
一一'あら
ん
'J:
と
-

念
田
し
て
己
-

ま
一一一一ん
。

:8
か
所
使
の

一
--a
を
連
べ
て

ii;-
制

と
す
る
次
第
で
あ

り
-
す
o

昭
和
二
十

二
年
六
--
十

二
=

北
一一n
一通一一n i一算
一一一a
水
成
組
合

組

合

長

半

田

一一一一一一
男
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昭
和
十
八
年
度
-f
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捕
獲
採
卵
成
積
表
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使

用

組

角

-

t
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'

一一、一電
'

（尾
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．

計
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一-
一一

一o
a一
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一一一
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排
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計
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年

度

-lt

一一一一一一ー一
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i
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、一一一
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一
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r
a
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き
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大

、aa
・一

一一'-一量
一

一一一
、m一量一一

三
、一董
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r
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r
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t
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一 ,l3 -

毎
日
毎
夜
急
い
で
登
り
ま
し

を
綱
も
あ
り
ま
し
た

。ヒ
ウ
'

く
と

la
っ
て
來
る
恐
ろ
し
い
針
も
目
前
を
通
つ
た
事
は
何
べ
ん
も
あ
-

）ま

す

。
そ
う
し
て
居
る
う
ち
に
一一一一一一一一水
の
清
い
産
へ
來
ま
し
た

。

］
-
年
前
流
さ
れ
て
通
つ
た
十

聯
川
の
'
切
替
の
新
川
へ
入
1l

）ま
し
た

の
で

、必n
ん
な
は
姑
し
く
て
元
無
一日

．一一しま
し
た
座

、
4

，度
一一一一一一一一」一、

釣
糸
と
針
の
開
を
被
け
て
伸
間
が
程
-

」
-
遊
ん
で
'-
:

．

，る
流
の
一一一一な産
へ

參
り
ま
し
た

。
之
が
有
名
な
千
代
川
か
と
Iu
心

い
ま
し
た
o

然
し
r
」fく

遡
ら
-一と
一m一が
重
く
て
・

な
i-
）ま
せ
ん
で
す
が

、
友
速
の
或
る
者
は

、

私
が
簡
一一'中
．
く
て
こ
の
堰
提
一一一一一通
れ
な
い
の
を
見
て

「一 :

-

く
購
化
場
の

人
々
に
別
，を
取
つ
て
欲
し
い

」と
一一一一い
ま
し
た

。

私
は
生
れ
故

一郷の
毛
根
の
湖
水
が
継
し
い
の
で
…

遡
ろ
う
/

、とあ

せ
り
ま
し
た

。
非
い
或
る
大
水
の
あ
つ
た
夕
方

一-一一一一一:遇
る

一…一一一が
出
來

た
の
で
始
し
く
て
た
ま
-

）ま
せ
ん

。，
， l:-
一一一一'一と
一
結
に
さ
あ
-

，-く
行
つ

て
産
床
を
造
つ
て
私
速
の
那
を
二
千
も
三
千r p

・

'

確

む
の

だ
と
雄
さ

ん

と
共
に

．
は
．夜
々
々
一通
る
と

、
又
々

川
の
中
に
前

，場
が
出
來

一・一J-
ま
し

た

。一1
，，

．．一
．・・一ま
で
來
て

殘
念
だ

。
何
と
か
過
つ
て
や

ろ
う
と
し
て
も
駄

目
で
す

。
友
送
は
鹿
が
痛
い
か
ら
と

の
邊
で
一fは
'

む
と
一一K
い

、
雄
さ
，
ん

と
相
談
し
て
確
一一一一、
を
造
り
始
め
ま
し
た
處

、
共
の
夜
中
に
・一:--一一連
は
見

へ
な
く
な
1l

）まし
た

。
そ
れ
は
購
化
場
の
人
に

取
ら
れ
て
親
切
に
卵

は
探
卵
器
に

取
一一一一一，，れ
受
精
を
し
て
解
化
室
の
お
盆
に

来
せ
ら
れ

、
清

水
の
解
化
室
で
元
氣
で
居
る
と
の
事
で
す

。
私
は
毛
根
造
行
く
の
だ

と

委
と
話
し
合
'っ
て
居
り
ま
ず
と

、
其
の
夜
大
兩
が
降
つ
-
溜
が

無
く
な
り
ま
し
た
の
で

、さ
あ
今
の
中
だ
と
皆
ん
な
が

一
新
に

過
り

る つ wt 天 い 1l11' ll て う  て る つ 役 . と 集 あ' まe て な 1'、石と を こ 間 f ,,1- も て 目 型 は・ り し
を .l1l i人  -t 与 l1 ,し 果・ l, も り の 來 も 談 自 ま て
't,ll だ が 購 11, 11: ・1 す 1t な ま が る 1l:11; し. く し 愈
! lJ f1ト イi jo「 : 1一、 こ j、 :; す あ 要f- lり 石 尾 た j二
). l j で 一r イ1 i:111 と ・ 1- 1 ,,i と る に .1lし n は の i」1i

に B力 Jft る 'i- の 、i1 1l V1 む 、の と 年 夜 丸 で 心
tf1 か ら  こ に ,'、 出 l l l  ら ヒ で 1f f r l 1 か坊 -1if: し
基j ・ り れ と  jl t が 來  Jf ヘ ヤ  、つ に ・ら _言i 進 て
の ま  ま は  ら . l.,l. な も 投  リ 深 て は 放 に  と 毛
座 l  1 出 れ て い  う げ と い f%r 又」 lil i な 「 ・f 根一へ 1,こ fこ 來 , i : 111'、 の と . 出 鹿 産 」ili i' 程 す る 床 進
方t °力、 な 結 f, か t一 さ に の j 山 a 迄 誌. 來
り フl_ か さ 4 地 と  o れ さ 木 a l , の - 1iト 砂 造 ま
出 年 組 つ せ -uリ バ 時 ま わ の め 」 「- に や  l り す
さ 目 -切 た て に  ク タt し り 影 ま 'lJ l: な 石 始 と
れ に な の  く :t1;,i / ん た ま に  し が  り を め 子
ま は 解 が れ の 、 で °し 雄 た 大 ま 堀 ま 供
し 又 化 殘 ま _ l, と 了 殘 た さ  °き し り し の
た 澤 場 念 し に 器 つ 念  °ん ピ  く た ま た 時
l1 jl の で た i更 れ た  、 し と カ な  °し °番
の 人 す  °せ て の 折 ま 身 リ り 之 た 身 ん
親 の  °私 、),・,- で 角 つ を  / 、で °体 だ
8 fa 手 然 の 成 ま q 一科一 た o 、 部 證 M 益表
り が に し 」9Il を す 第 と そ と 山  さ
、一'B依 til を 割 と 微 し 思 め 光 ,ia の ・ん れ が- l;2 ,-



半
本
位
の
線
香
を
立
て
．・・・
く
れ
る
人
も
な
い
と
も
限
ら
一u
。若
し

一

人
で
も
な
か
っ
た
ら
英
時
～:
そ
は
三
平
も
致
方
な
い
か
ら

「圭
:〇
院

人

「'孵
化
:

-
:

，士
」の
:一，i
牌

の
藤
で
請
め
て

．
:
:

-
:
:

る
事
と
・

f
る

。

現

職

と

退

職

～::
9

世
の
中
に
御
役

，、様
程

、
現
職
に
'-

．

，る
時
と
退
職
し
た
時
と

一
變
す
る
も
の
は
あ
る
ま
、い

。
無
論
三
平
な
一一 :ぞ
も
之
れ
に
は
相
営
経

験
を
持
つ
一
・〈
で
あ
る

。'
要
す
る
に

英
人
に
一頭
を
下
げ
る
の
で
な
く

英
職
に

對
し
て
頭
を
下
げ
る
の
だ
か
ら

一・
變
す
，る
の
は
今
更
云
う
迄

も
な
く
常
然
の
事
で
あ
る

。從
つ
て
現
職
に
居
る
時
は
上
司
よ
り
ど

ん
な
無
理
な
事
を
一一一はれ
て
も

、一Jむ
-l

）
'

ご
最
も
と
絶
封
に
服
從
し

な
け
れ
ば
な
ら
一9
育
僚
式
や

、
据
善
家
が
今
尚
ほ
あ
る
～:
ん
な
對
建

時
代
の
還
物
が
現
在
に

見
る
;-a
が
あ
る
か
ら

、
来
だ

く
民
王
主
義

国
家
再
建
な
ぞ
は
之
解

を

一
締
し
な
け
れ
ば
相
常
時
間
が
掛
る

。
而

し
之
等
の
者
が

一
度
北
、の
職
を
離
れ
た
が
最
後

、
實
に
構
れ
な
も
の

で
あ
る

。何
時
迄
も
自
分
は
像
い
御
役
人
様
だ
と
思
つ
た
ら
大
要
な

間
違
で

、
見
0
又
之
れ
が
今
後
何
年
一一一一何
十
年
と
W
く
も
の
で
も
な

い
か
ら
現
職
の
内
は
破
れ
是
れ
振
-o
理
す

事
は
餘
り
に
感
心
し
た
事

と
は
思
は
・u
。
高
・

-
一一一一， :

一a
-

先
生
の
名
文
に
目
は
く

「一蔵
園
精
合
の
-f

整
沙
羅
變
樹

。
花

。
色
彼
れ
に
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り

。-
，． J
れ
盛
者

必
裏
の
理
あ
り
o

著
れ
る
も
の
久
し
か
ら
・
f
o
-一一一，-

一f
心
も
-i-
に

減
び

る
は
世
の
習
へ
な
り

」と
全
く
と

の
通
り
と
三
平
・一〈．ぃ
、に
感
心
せ
ざ

る
を
得
な
い

。

・

～:
ん
な
事
も
あ
っ
た

。
或
る
場
長

が
在
験
中
年
末
年
始
に
本
道
の

各
解
化
場
の
職
員
が
新
卷
を
場
長
の
私
・
1［-
へ
競
う

一、一一一川 :-- :-・ら
れ
・一，， 一
。

英
数
賀
に

驚
く
な
か
れ
三
百

七
十
餘
尾
に
一連
し
た
の
で

、
流
石
の
場

長
も

一
・一一～:
れ
4
-

-
-

l一一り
返
一
，「・譯
に
も
行
か
-

、之
れ
に
は
全
く
持
て

餘
し

、
そ
～:
で

，一一一一・
、や
職
員
に
も
分
配
す
る
や
ら
或
は
解
り
近
所
〈

．

も
上
げ
る
や
ら

、
一
時
は
始-;
ん
と
之
れ
に
は
手
を
舉
げ
た
o

然
る
に

:一一一一一 :

空
年
不
非
に
も
場

」、は病
一一一一 :

の

一 :eめ
逝
去
さ

れ
た
の
'

で

、
勿
論
解

化
場
と
は
開
係
が

な
く
な

一'-一・・一 :

-一が
、 :

一一::-
一、の
年
の
年
・ :
-
-

一一に
は
--l-
族
の
方

へ
送
ら
れ
て
來
た
新
容
は
一術
一
に

二
尾
で
あ
つ
た

。
之
れ
で
見
て
も
如

何
に

人
情
と
一一一うも
の
は
排
ス

る
か
と
常
時
考
へ
さ
せ
ら
れ
た

。
而
し

．

之
れ
が
今
の
時
代
に

三
百

七
十
:

除

尾
の
新

一本一一が
來
た
ら

、一一一--
一一一一一市・場

の
計
算
に

し
て
見
れ
ば

一
尾
、・:-

一一 :---一m一回
と
見
て
も

、
合
計
金
十
八
万

一Ln

一干
国
と
な
る

一一一・だか
ら

、
'

度
だ
け
場
長
に

な
れ
ば
淨
山
一一一一一一
。
一

生
樂
が
出
來
る

。
最
'

，
:

，や
…一一給
な
ぞ
は
間
題
で
な
い

。
そ

一一，．一
で
一I
平

な
ど
も
～:
の
次
ぎ
は
必
・
ず

一一
途
の
川
原
の
解
化
=場
に
行
つ
た
ら

、一'-・

連
場
長
に

な
る

事
に
・一一
，よ
-l

）央
々
一連
動
し
て
J
る

。m
---
が
・
準
か
不
幸

か

、先
雖
の
人
々

が
深
-
先
き
に

行
つ
て

:一一られ
る
か
ら
相
變
ら
ず

明
託
か
も
知
ら
ん

。

，

使
う
人
と
使
わ
れ
る
人

自
分
は
前
に
も
述
べ
た
通
り
永
い
開
色
々

な
人
様
に

使
れ
て
來
た

且
つ
又
色
・一一な
人
も
使
つ
て
來
た
事
も
あ
る
が

、
要
・

f
る
に
人
に

使

わ
れ
る
よ
り
は
人
を
使
う
も
の
の
方
が
餘
程
面
倒
な
も
の
で

、
人
に

は
誰
れ
で
も
夫
一一一一長
所
も
あ
れ
ば
短
所
も
あ
る

か
ら

、
英
の
長
所
-:

巧
み
に

と
り
入
れ
る
の
が
人
-:
使
う
秘
决
で
は
あ
る
ま
い
か
?

- 41i-

愈
々

三
平
も
此
度
四
十
有
八
年
開
の
是
を
洗
つ
て

、一一 ::館
の一
一一一一一一一轉

解
化

一一薬
と
別
れ
を
告
げ
た
處
が

、
各
新
聞
は
ゃ
れ
難一館
養
殖
の
權

成
者
と
か
、
或
は
孵
化

一一一一一一P-一一の
一--i一
賀
と
か
と
書
き
立
て
ら
れ
た
の
で

流
一一- :
の
三
平
も
穴
で
も
あ
れ
ば
は
い
り
度
い
位
だ

。
自
分
の
様
な
我

が
ま
--

者
で
取
る
應
の
な
ぃ
人
間
が

、
こ

ん
な
に

永
い
間
必r
様
に

御

世
話
に

な
つ
た
事
は
一一一一 ::一に
感
認
に
一一一一一い
な
い

。
そ
こ
で
大
き
く
法
端

を
吹
く
な
れ
ば

、
常
時
の

一国
川

，
-

一
、・一=
よ
・一り
・一一，日
の
間
同
長
'一=
に

一一、 :
'

る

迄
二
十
．
有
七
人
の
多
数
の
長

一 :

=
に

仕
え
た
・

?

-

で

、
こ
の
様
に

永
く
御

世
話
に

な
る
と
は
常
初
は
少
し
も
考

、て
一一一らな
か
っ
た
が

、・し一一一う

く
人
生
の
大
部
分
4
-

一一一一一一M一や
囎
と
=

に

幕
し
て

來
た

一一一一 :'-
〇

あ
る

。

初
め
て
千
:

破
'
解
化
場
に

御
世
話
に

な
っ
た
の
は

、明
治
の
三
十

二

年
で

、
英
時
お
ぎ
や

と
産
望
を
舉
げ
た
小
一
情
が
今
年

用
-
九
才
と

一一一

う
親
爺
と
な
る
詳
だ
か
ら

、本
，-i一驚
か
ざ
る
を
得
な
い

。．一こ
れ
で
見

る
と
人
間
と
一一一一う
動
物
は
使
い
方

．さ
へ
よ
け

れ
ば
相
常
に

使
用
の
出

來
る
も
の
だ

。一而
し
使
い
方
が

一一:一けa
ば

一
ケ

年
は
…

做

か
半
年
も
使

は
れ
一9
も
の
だ
と
最
近
よ
く
判
つ
て
來
た

。
使
う
者
も
よ
く
願
き
な

い
で
使
つ
た
も
の
だ
が

、又
使
は
れ
'

る
も
の
も
よ
く
使
は
れ
た
も
の

だ

。
從
つ
て
八

間
は
相
常
に

出
汁
が
出
る

。．a一一節
に
せ
よ
昆
布
に
し

た
應
で

、
一
度
や

二
度
は
味
が
出
る
が

、
後
は
精
・一（猫
の
飯
に
か
け

る
位
が
開
の
山
だ

。
三
平

な
ぞ
は
一…

」、」'n一に
つ
い
て
は
一
醒
節
や

見
布
と

速
い
、

^一一，日
造
一．n一
十
年
間
も
各
人
が
各
純
-

の
方
法
に
て
一
絞
り
出
し
'-
:一

が

、
来
だ

く
多
少
の
出

，:・が
出
る
と
見
え
る
か
ら

、
猫
の
飯
に

か

け
る
迄
に

は
一-f一
ら
n
。
而
し
一こ

ん
な
大
き
な
・…
?

を
云
う

が

、
取
る
年

と

一一'ハ」
-:
、に
心
細
く
な
っ
て
本
た

。
先
注
・…
…

， :
:

-
-

:一一一一・一=
股
が

「お
前
も
死
ん

だ
ら
八
'

-
-一一に線
一一一r一の
一
本
:

-一も
焚
か
・一一一一一る
様
に

な
れ

」と
異
れ
・
ぐ
れ

も
中
さ

れ
た
が

、
白
分
0
一 :一一一ん
だ
後
は
假
令
線
一一一一 :

:

を
英
い

一，-一一一（つ
た

處
で
何
等
の
感
じ
が
な
い

。
そ
れ
一計--F
り
で
な
く
或
は
風
月
の
-「納互

虎

一一一一一一一一'の
一般頭
、
千
一秋
一一一一一一一の
一一E
，か
ん
等
を
輝
-
供
へ
て
一一一一一っ
た

」
9
で
設

方
な
い

。
出
來
る

事
な
れ
'一一一 :

-
-

r

だ
-

」
-
の
よ
い
事
だ

が
、
今
の
内
に
少

な
く
と
も
J「-い
た
方
が
条
程
結
構
だ
と
一:・一う
。
而
し
～::
の
世
の
中
と

云
う
も
の
は
面
自
い
も
の
で
．、
捨
て
る
神
様
が
あ
れ
ば
必
・

ず

之
れ
と

反
對
に
助
け
る
神
様
も
あ
る
か
ら

、一
餘
り
捨
て

た
も
の
で
も
あ
る
a

い

。
終
戰
後
の
今
日
我
が
日
本
の
人
口

は
八
千
万
入
と
か
一一一一-'，一購
し

だ
か
'

ら

、::
?

、の
中
に
は
せ
め
て
も

一
人
や
二
人
位
の
人
構
が

一本
ヤ

一 lllll● 一 .

秋

味

-:-::'

:一章随
人

間

の

出



之
れ
も
極
く
古
い
三

、
四
十
年
も
以
前
の
話
し
だ
が

、
某
水
産
課

長
さ

ん
の
御
宅
に
て
女
中
が
な
い
爲
め
度
々
課
員
の
人
々
に
賴
ん
で

都
合
上
り

、農
村
よ
り
或
は
漁
村
よ
り
夫
々

1--
話
を
し
て
上
げ
た
處

が

、
切
角
女
中
が
來
て
も
永
く
て
二

、、三
ヶ
月

、
短
い
者
は
四

、
五

日
に

て
ど
れ
も
一1
．．
．一れ
も
極
め
た
様
に
親
が
病
氣
と
か
で
歸
る

。
其
の

爲
め
或
る
時
一一
平
も
額
ま
れ
た
の
で

、!f-
速
市
内
の
周
旋
屋
に
行
つ

て
頼
ん
だ

。
然
る
に

周
旋
屋
さ
ん
で
は
水
産
課
'

長
の
御
屋
敷
な
れ
ば

誰
れ
も
行
く
人
は
あ
n
，

ま
せ
ん
と
斷
ら
れ
た

。
そ
～:
で
早
速
他
の
周

旋
屋
さ
ん
に
行
く
と

、一1J

れ
も
'

亦
課
長
の
育
合
な
れ
ば
駄
目
一々

々

と

頭
を
横
に
振
-l-
全
く
相
手
に
し
て
く
れ
・

9
一那
も
あ
つ
た

。
之
れ
は

一

女
中
さ

ん
の
fl:
で
は
あ
る
が

、
要
・

「る
に

深
山
の
人
を
使
う
中
に

は

一
人
や
二
人
が
、-f
人
と

一一一一一見
が
合
わ
ぬ
か
ら
飛
び
出
し
た
と
か

、
或

は
他
の
方
へ
務
め
た
と
一一一う
な
ら
ば
何
處
一一一 :-一
も
あ
る
例
だ
が

、
次
ぎ

か
ら
次
ぎ
と

一一一一一一一一燈
の
如
く
出
る
の
は
决
し
て
よ
い
事
で

は
あ
る
ま

い

。
使
う
方
の
一話
に

依
れ
ば
営
人
が
:一一1-一く
、
到
底
將
來
見
込
が
な
い

か
ら
出
し
た
と
一得
一-一に
な
っ
て
他
一一a人-
に
話
し
を
し
て
居
る
か
も

知
ら
ん
が

、
世
間
で

は
御
氣
の
一一一一一一な
が
ら
决
し
て
そ
う

は
見
な
い

。

結
局
最
後
に

は
誰
れ
も
使
わ
れ
る
人
が
な
く

、御
自
分

一
人
で
多
忙

を
極
め
る
事
と
な
り

、
不
止
得
周
旋
屋
に
迄
も
行
く
事
に

依
つ
て
初
，

:

0
て
目
が
さ
め
る

一一一f．で
あ
る

。
故
に

使
わ
れ
る
者
は
ょ
く
:

英
の
邊
を

考
へ
な
け
れ
ば
と
ん
で
も
な
い
六
十
年
の
不
作
と
な
る
か
ら

、一護
れ

で
も
棚
か
ら
ぼ
た
餘
で

・落
つ
る
接
・f
-

l

一
能
ば
か
h
:

-

，・
聞
い
て

、
之
れ
に

飛
び
付
く
人
は
世
間
に
も
a:
山
あ
る
か
ら

、よ
く

く
注
意
が
必
要

で
あ
る
o

ど
れ

一
つ
お
茶
で
も
入
れ
ま
し
よ
一一'，・n
-

?

m
代
場
長
と
三
平
．

三
平
も
今
日
迄
に
は
色
一一一な
場
長
さ
ん
に

使
わ
れ
て
來
た

。
そ
と

で
公
務
上
の
一…一一一は
（，別
に
取
り
立

一，-・・一一一一一一一く
必
-要

は
な
い
が

、一解
代

場
長
の
内
の
二

、
三
の
場
長
を
拾
つ
て
:
:
:-
一、の
横
期
を
述
べ
て
次
ぎ

の

場
長
様
に

な
る
御
方
の
爲
め
に
御
・一一一一?i
r

，し
-
'

な
れ
ば
三
平
も
之
れ
以
上

の
事
は
あ

'

る
ま
い
o

'

約
一五
十
年
間
も
見
て

一一一一、，た
各
場
'

，
-
'
．一
を
=

，
．

」い
出
'L-一ば
、
夫
々

特
長
が

あ
る
が

、
結
局
左
'

記
の
一一一一一な
人
に
使
， :一‘-
0

事
は
自
分
の
永
い
経
驗

に
よ
1l-
部
下
と
し
て
非
常
な
9
び
と
=
っ
文

f
刷
c-
あ
つ
た

。

一
、
太
a---
に

て
大
:

同
を
抑
へ
て
他
は
部
下
に

一
任
す
る
人

二

、
公
務
に

對
--
一
絶

f-一一一． :一m
私
一試心
を
は
さ
ま
ず

、
自
山
公
'

平
に

仕

事
を
さ

せ
る
人

三

、
部
下
．
-
-一一 :一
信
-機
し
部
下
も
亦
場
長
・一一一一・一一絶
對
信
頼
'

「る
人

四

、
人
格
高
画

表
製
な
く
清
照
潔
自
な
る
人

そ
～:
で
三
一一． ・
は
今
古
い
二

、
三
の
場
長

の
事
を
述
ぺ
て
見
る
と

、

今
よ
り
凡
そ
四
十

五

、
六
年
前
の
千
・一成
一一- :-一～一一一場
の
主
任
で

（常
時
は

場
長
と
一一一わ・
ず

）::一一一、の
一，一一・一
任
様
は
水
-F
生
れ
の
武
士
氣
質
で

、
一
見

一国
は
丸
で
プ
ル
ド
ツ
ク

a
、の
ま
-

、
観
は
一
一面
一一一一一だ
ら
け

見
る
か
ら

に
恐
ろ
し
い
様
な
人
で
あ
っ
た

。
今
の
時
代
に

中
せ
ば
野
球
の
應
援

目
長
と
云
う
産

、
～:
の
主
任
様
は
何
一那
に

依
ら
一 :
1

，・
-l'
口
よ
り
も
手
の
方

が
条
程
早
く

、
今
に

な
っ
て
自
分
等
も
自
状

す
れ
ば
或
る
年
に
連
年

能
韓
捕
獲
採
9l-
解
化
成
績
表
の
作
製
を
命
ぜ
ら
れ
た
事
が
あ
っ
・
?
-
'

。 - 46-

三
平
は
二

、
三
日
も
係
つ
て
漸
く
出
來
上
り

、
早
速
忝
し
く
程
出
に

及
ぶ
と
百
分
一-一に
一
、
二
の
相
連
を
見
付
け
る
と

、い
き
な
り

「之

れ
は
'
駄
目
だ

」と
一一f
う

が
否
や
兩
手
を
以
て
立
處
に

之
れ
を
引
き
裂

き

、 :

"一一の
上
．-
．

用
:

總
に
:一一一-b込
ま
れ
た

。．-
J

ん

:-l-
事
は

一Jの
入
に
は

珍
し
い
事
で
は
な
く

、
場
員
中
営
持
は
誰
れ
で
も
や
ら
れ
る
か
ら

、．

他
の
〈
-

は

一
つ
の
笑
い
事
の
様
に

思
つ
て
居
る

。
又
或
る
時
は
卵

妙
の
作
製
す
る
度
一一・一一一命
ぜ
ら
れ
た

。
之
れ
は
誰
れ
で
も
承
知
の
通
り

電
信
線
に

て
骨
組
を
作
り

、
之
れ
に
'

レ

ー

ス
を
張
り
付
け
る
も
の
で

自
分
は
斯
の
如
き
小
●

細
-
は
常
に
得
意
と
す
る
も
の
で

、
之
れ
も
早

速
出
來
上
り
持
參
に

及
ぶ

と

、
一
寸
氣
に

喰
は
ぬ
と

暑
ゃ

、
い
・
f
-

一ー

な
り
土
是
を
以
て

一一n・一一一 ::-一船
一
み
付
け

た
様
に
ぺ
チ
・

ャ
ン
=

に
さ
れ
た
事

も
あ
つ
た
o

～::
ん
な
禅
だ
か
ら
場
員
許
り
で

な
く

、
天
下
に

一
人
'

よ

り
な
い
最
愛
の
令
夫
人
で
さ
へ

、
顔
に

糊
帶
を
卷
い
て
紫
色
に
一一一一一っ

て
居
ら
れ
た
事
も
度
々
あ
っ
た

。
～:
．ん
な
一
見
無
茶
な
入
の
様
で
は

あ
る
が

、
不
思
一'i
，
g
に

も
場
員
は
下
は
給
仕

、
小
使
さ
ん
に

至
る
迄
賀

に

主
任
を
前
様
の
様
に

敬
い

、
主
任
の
e
な
れ
ば
何
事
に

依
ら
」一一一，，
賀

に
水
火
も
-
と
わ
'一一一，，飛
び
込
む
位
に

信
頼
し
て
居
つ
た

。
主
任
も
亦

部
下
の
爲
め
な
れ
ば
疫
食
を
忘
れ
て
世
話
を
し
て
く
れ

．る
の
で

、
實

に

親
の
様
に
一
思
わ
れ
て
あ
っ
た

。
世
間
で
は
表
面
の
み

を

一一一a-
-a
色
・一一

と
親
切
に
'

し
て
く
れ
る
上
司
も
あ
る
が

、-
買
名
的
な
親
切
は
却
つ
て

i

i一一一目
・一一一一も
の
で
あ
る
o

更
に
又
一c
ん
な
珍
し
い
主
任
様
も
居
ら
れ
た

。
～:
の
主
任
さ
ん
は

悪
出
に
も
餘
り
組
端
と
も
思
う
事
が
度
々
あ
っ
た

。
時
折
1l

），f内
-:

見
-a
る
と
今
の
千
鼓
解
化
場
と
速
い

、:-一'-
は
養
油一池
の
財
近
な
ど
は

淋
し
く
雨
上
-l
'に
は
一一一
、
四
尺
も
あ
る
青
大
將
が
二

、
三
匹
は
必
」f

居
つ
た
も
の
だ

。産
が
～:
の
主
任
さ
ん
早
速
之
れ
を
生
捕
り

、．三
平

等
の
自
飲
を
し
て
:

M
る
・
管

:

:

〈e一の窓
よ
り
座
数
に

な
げ
一一一n一み
、何
知
ら

9
顔
を
し
て

事
一a
-
・

一F一に
歸
る

。
然
る
に

自
分
等
は
こ
ん
な
事
と
は
-・

に
も
知
ら
'

ず

、
師
'

宅
幻
々
台
所
に

て

タ
・一 ::-

（
の
仕
度
を
な
し
、
ラ
ン

プ

，一一一，一'-
-
け
-r
速
食
事
を
初
め
る
と

、
座
放
の
隅
の
方
よ
り
一一
ョ
ロ

く

・

）」動
ぎ
出
す
も
の
が
あ
る
と
見
る
や

、
全
く

一
時
は
腰
を
・

9
か
さ

ん

許
り
に

一一，外
に
一飛
び
出
た
一…一一--も
あ
つ
た

。北
．、の :～
-
-

-
l一一一々

～::
ん
な
一一一一一が

あ
る
の
で
自
・一一'，等
も
f条

程
削
れ
て

來
た

。．
又
成
る
時
は
机
の
前
に

あ

る
座
布
團
の
下
に

青
大
將
を
入
a
て
あ
る
の
も
知
ら
ず
、'
:

-
:

-一、の
上
に

座
り
込
ん
だ
一一n一な
，そ
も
あ
っ
た
が
、・一一，は
あ
0

世
に

行
か
れ

、
や
は

一0
，
-

1

，J

ん
な

一…一一一一を
や
っ
て

、
人

様
f:

m
-
':
-一一一を
因
ら
せ
て

笑
つ
て
」-:-
ら

る
・

''一か
と
時
々

自
分
な
が
ら
吹
き
出
し
て
笑
う
・M一一も
あ
る

。
而
し
三

平
等
も
速
か
ら
ず

一
度
は
特
別
仕
立
の

-
M
車
に

て
行
く
事
だ
か
ら

又
体
か
や

ら
れ

一一か、・一一，一，-
，よ
り
n一，
の
準

一一一に取
り
科
つ
て

．
:
:

-
:
:

る
次
第

で
あ
る
o

・

次
ぎ
に

三
一本-
が
:一一一も

、水

年
使
わ
れ
て

來
た
場
長
の
内
で
も

、
今
で

も
忘
れ
る
事
の
出
來
な
い
場
長

が
居
ら
れ
た

。
こ
の
場
長
は
常
に
・r
f

く
自
分
等
に
中
さ
れ
た
事
は

、
决
し
て

「部
下
を
殺
す
な
傷
つ
け
◆る

な

」と
一一一一う
二
言
で

自
分
も
度
々

聞
か
さ
れ
た

。
場
長
は
今
日
迄
决

し
て

一
人
と
し
て
部
下
を
殺
し
た
事
は
な
い

。．假
令
部
下
が
公
務
上

又
は
私
事
上
重
大
な
過
失
が
あ
っ
て
も
决

」て攻
め
た
事
は
な
い

。 - 47 -
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一一一誌
一漁
一
業
協
會
を
設
立
さ
れ
た
が

、其
の
一
創
立
一
線
，-t
' :

．，一
'

、て
表
紙
一一一a一

に
記
-K-
の
m一m
氏
が
初
代
の
役
員
に

選
任
さ
れ
た

。

le
la
公
定
-f
格
是
正
運
動
の
概
况

．

昭
和
二
十
二
年
七
月
三
十

一
日
設
立
さ
れ
た
:一一一海-，二
蟀
的

装
-a

會
に
於
て
は
・

、一秋
一一E一の
着
漁
期
を
目
一M一一一の
裡
に
控
へ

'

一、の
一一一．一第公

定
價
格
は
本
道
の

一一一n一情
に
即
せ
・
ず

、
し
か
も
:

=
-
-
'

の
反
面
'

．
，---l
''-
'

、'・一一一一mの

爲
め
一識

:
-

-
M

難
に

陷
り
つ
-』
あ
る
現
一状
に
鑑
み

、
連
か
に
'-

，，一が
是
正
方

に
開
す
る
法
迷
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
决
議
に
'

な
っ
4j

．

の
で

、
發
是
'

の
望
日
即
ち
八
月

一
目
初
代
役
員
に
舉
げ
ら
れ
た
年
川
，一M:
，-
'一一一一''-:一頭

に
船
越
常
務
理
事
、
石
-

・

、
若
并

、
松
永

、相
原
の・
一一n一-'
理
一…a-一
'

佐
賀

吉
間
の
開
評
識
員
等
一
行
は
北
海
地
方
物
價
事
1

-一一 :
-
-
:

'

一
“'に
北
一
海
一一n一蝉

を
訪
間
し
て
'一
^
・一（陳
情
す
る
魔
が
あ
っ
た
が

、
更
に

，-，，
い
一一一一松
、一着

井
一一s:激
、
吉
--
繁
雄
の
一一一:一:-一一一一・一全
道
姚一館
-一一一一一一一者
C
，

:
-

・

、表
と
し
て
八

月
十
九
H
よ
り
九
月
三
口
ま
で
上
東
せ
し
め

、
物
一-:-
、一． '一一'''、，-::
並
'

に
装

林
大
臣
等
に
對
し
左
記
陳
情
書
を
提
出
し
て
:
:

・一一、に
本
．i-
-
-

，．
-

一一一・，一一一業の

-S
情
を
述
べ
、
公
定
f--f
格
の
是
一正
方
を
懇
請
さ
・
し
，
た
・

．
-

果

、
前

一m-
蚶

價
格
改
一
訂
に
付
て
は
S
に
改
訂
濟
に

て
手
通
れ
で
あ
つ
た
が

、鹽
一一E一

館
の
公
定

f
f f

格
改
訂
‘に

つ
い
て
は
本
道
の
願
直
を
全
面
的
．に
探
据
せ

ら
れ
て
現
行
公
定
價
格
の
通
り
之
を
改
訂
せ
ら
れ

、
九
月
一
日
よ
り

實
施
せ
ら
れ
た
--::
と
は

、
新
業
無
興
の
爲
め
眞
に

-ff
、び
に
-
．-一一え
・

9
産

で
あ
っ
た

。

'

．

陳
'

情

書

昭
和
二
-

一
年
九
月
十

七
日

、
物
價
廳
告
示
第

一，、十
八
:
E
以
r:

告
示
に

な
i-
）、
同
月
二
十
一一一"一
日
よ
り
施
行
せ
ら
れ

、
更
に
昭
和

一一十

二
年
四
月
十

，
:

～

一・-日
、
同
廳
告
示
第
百

七
十
二
號
を
以
て
:一一一一一の
一部
が

改
訂
に

な
っ
た
現
行
鮮
1-h一介
類
最
高
販
，-:
-
'

lilf
格
指
定
中

益
磁
F

一oi

け

」「ほ
ん
ま
す

」及
「さ
く
ら
ま
す

」の
却
買
識
一者
販
演
使
構
の

統
制
細
は
最
近

‘
:

，f起
せ
る
'一一:'． ・一9
界
の
一一一一一精勢
に

鑑
み

、
本
適
の
責
情

に

即
せ
・
ず

、一-
，:等
．一一一一一一一一一一一～ ln
の
業
る
打
解
は
組
'

め
て
護
大
で
あ
a
、-a

行
---l
・--f
flT
林
0
・一o-
・・
-

で
は
'一一一一一一一一'-一、一'--，・
が
立
'

た
ず

、
經
着
不
能
に
一9
0

延
い

一J
は
生
・一一一
，
:
:

の
減
---
．
-
-一一ー相
來
す
る
～::
と
は
必
然
の
一1J

と
4
存
じ
a

す

。
就
て
は
本

一通産
の

「さ
け

」
．はッ
ー
一
級
に

「ほ
ん
a
す

」及

「さ
く
ら
ま
す

」は
之
-l-:
二
級
に

大
々

改
JIT
せ
ら
れ
た
い
o

尚
赤
-f

姓
館
0
M一一--
l「f格は
有
一一-
，m
の
改

一一一一販-一使f--f
格
を
器
準
と
し
て
現
行

販
一一-M
解
を
改
一一・一」一一一一ら
れ
ま
す

よ
う
:

m一に
全
適
難
館
漁
業
者
を
代
典

し

一・・、一一一一一ん
で
陳
情
中
上
げ

ま
す

。

- :a -

理

由

本
道
に

於
け
る
一
能
一
野
線

業
は
創
装
以
来
七
十

有
性
一-
の

-a
積
-
M
し

、-・-，〇

同

一一a多の
一量a
国

が
あ
り
-
し
f:
が

、
今
=
:
:!

，付一E
五
高
石

、、f
十
●
一
石

，
〇

a
t

●
持
し
本
違
'

の

水
度
組
・

1--
上
に
大
な
る
警
典
を
一a
い
っ

、ある
J-
・一--は
、一1一一

官
民
-S
力

一
致

、之
が

一一一 :一源
の
離
持
培
一餐
一，
、一n
染
-f

・〇
改

*
-
言
に
-
a

る
-li
-ll-
と
努
力
と
を
持
つ
て
一一一一っ
た
明
な
の
で
あ
り
ま
す
o

一e-
し
で
本
--
に
:a
-

け
る
一
能
一E
一一一一a一一一の
．

郷
一a一一は
會
つ
て
の
北
津
漁
業
の
様
な
資
本
的
一-l・eは
な
l:

一要
“地
方
的
中
小
一m
業
者
の

共
同
組
一管
で
あ
り

、．一一 :一一--の
-n
一一一一一M
は
:l一 :一十
石
よ

り

言
石
を

一一一標
と
し

、
北
津
の

五

一千
石
よ
り
-

一一-ll-
石
を
日
標
と
し
て
:

居

つ
た
も
の

と
は
著
し
，
、，
l:
和
速
す
る

-a
装

飲
雄
な
の
で
あ
り
ま
す

。一M
亦
一一 :--
一一--f業
略
・---
t

:lt-
津
海
上
の

-ll・報:
--
な
る
に
反
し
本

道

r J

於
て
は
城
め
て
荒
大

時

一一にて
一一一一一'-r

a
審
を
象
つ
た
こ

と
も
多
．-
，
の
で
あ
り
ま
す

。
從
つ
て
生
成
願
1l・-・北
一構一 :0
そ

4
1一一に
比
し
-f
し
く
;・e結
を
來

し
て
居
つ
た
の
で
あ

り
ま
す
が

、
從
來
資
材
の

配

船
に

:9
て
も

、演
-tl-
の
設
定
に
於
て
も

、
之
等
本
一通
新
'
-一一
‘
o
特
一組
一…一・情
を
認
:

0

ら
る

、こと
な
く

、一a
め
て
不
利
な
立
場
に

--l--
か
れ
て
居
つ
f
こ

と
は
解

無
た

る
一一一一一一n一で
あ
り
ま
し
た

。
そ
れ
に
も
不
:

i

-

一一一 ::-一一一・一一:，w一-
者
は
':

，
時
時
一 :一の iMl--一・一一〈
-

一r-

る
を
深
く
認
--
し
て
-la
ゆ
る
用
出

4
克
-一し
、
不
利
を
一一一一 :

一一ん
で
一一一一々
と
し
て
今

目
．

ま
で
生

一一一一f-a:
選
に
募
力
し
て
參
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
o

．

年
然
我
が
一-
は
終
一一一 :9
に

e
ぃ
千
島

、一a
:

太

、
-f
繁
加
M等
に
於

一，:f
る

態
的
' ln一の

大
組
'

川

h
地

英
し
た
館
め

、
之
が
前
城
策
は
本
期
に

於
け
る
新
族
0
・ :
-
'

一
-

的
書

i
-一一，際
一選一一一一一一国
る

と
共
に

、一ma
．
a
・

．認
一-
:lf
の
一

mM

:

服
的
改
:一一一 :

前
新
-
-一一--J-
す
る
以
外
に

方

一f一のな
ぃ
こ

と
は
・一一．，更
中
上
く
る
-一で
残
ぃ
こ

と
で
あ

-・一一?-
す

。
従
つ
て

，-lt

等
一一一M一一一一'者
の
使
命
も
亦

:一一 :っ
て
な
ぃ
成
大
性
b
加

、ら
れ
た

の
で
f
り
ま
す

が

最
近
…果
起
せ
る
紐
．M
界
の
'

患
情
勢
を
克
服
・
し

て

、此
0

成

大
使
命
を
一'u
成
す
る

a
め
に
は
現
．．

"限買
償

将
を
以
つ
て
し
て
は
'

州

底
'

体

算
が

立
た
一ず
一一一一一常
一一一 :不
能

に
匯
り
延
い

て
は
生

産
の
演
n一を一一楽‘す
る
こ
-

一は
火
を
見
る

よ
り
も
酸
か
な

，J
と
で
あ

リ
ま
ナ
、

。一一一一に
一般
一一一一 :

-
-
'

の

一一 :-・
に

於
て
も
指
赤
一一:-一一一一一一:-一一味
や
a一一一一●一一

●
値
に
於
て
-

一
最
た
る

「ま
．く
る

」や
「ぶ
り

」に
低
る
一，-， J
も

一一Sら
一n
本

道

の

「さ
け

」が
二
一n
で
あ
り

「一 :--一ら
め

」
「は
も

」-
二
投
で
あ
:

）の
に

「ほ

ん
ま
す

」
「さ
く
ら
ま
す

」が
五
設
で
あ
る

こ
と
使

全
く

一一一・，:
理
の

こ

と
で

あ

り

、何
う

し
て

-
言
青
の
出
來
な
い
こ

と
で
あ
り
ま
ナ

。
就
'
て
は
主
文
の

如
く

「さ
け

」は
之
を

一9
に
'

「ほ
ん
-
す

」及
び

「さ
く
ら
ま
す

」は
之
を
二

a

物

價

一一一a
長

=

a

林

大

E

平和

野間

力f事.

三雄

,- a -

:-l-
海
地
方
物
fi-
事
務
局
長

引

川
・

一一川一'
大

北

海

適

知

事

田

中

敏

文
一
，

．

．

、

北
海
道
一一一一一一師
一標
業
協
會

宗
谷
支
部

の
結
成

'

素
谷
支
聽
管
内
に
於
け

る
一一一一，館
前
-

業
者
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